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彼式あれしきの密事

月夜堂








このお話は完全なフィクションです。

モデルとなる特定の人物、場所はありません。
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　二〇〇四年。

　大阪の中心部から三十分ほどの私鉄沿線には住宅地が広がる。

　その一つの駅前にある小さな雑居ビルの地下に栗栖くりす歯科医院がある。看板も出さず、ドアにも小ぶりの文字で医院名が書いてあるだけだ。

「おはようさん、栗、居おる？」

　朝一番に診療室に入ってきたのは、久貝幸正くがいゆきまさだ。品の良いブリティッシュスタイルのスーツをそつなく着こなしている。

「久貝先生、おはようございます」

　衛生士の藤田川光恵とうだがわみつえが愛想良く奥のドアを示した。

「サンキュ」

　久貝は二台ある診療チェアの間を通り抜けて、突き当たりのドアをノックもせずに開けた。

　技工室兼休憩室の片隅には、点滴が必要な患者用のベッドがある。院長の栗栖直樹くりすなおきは白衣のまま、そこにうつ伏せになっていた。

「おはようさん」

「うー……」

　不機嫌な顔をして栗栖は唸った。

「なんや、二日酔いか？」

「……あほ。お前……あのおっさんに何言うたんや。朝まで休みなしやった……」

　栗栖は起きあがりもせず、低い声を出した。

「げっ、うそ！」

「白々しい。お前、何て言うて俺のこと売ったんや。おっさん、高血圧のくせにバイアグラまで飲んでやがった」

「へえ……」

　久貝のあいづちは気の毒そうに、しかし、少し笑いを含んでいた。

　栗栖は顔だけ久貝の方を向けた。

「一晩中、カラーコンタクト入れっぱなしや。目ぇ開かへん」

「うわ、ホンマや。真っ赤っか。充血しまくってるやん……生食で洗浄したろか？」

「もうやった。目薬も挿した。ピシピシする」

　栗栖は眩しそうに目を瞑った。

「俺は、若い男の子、って言うただけなんやけどなぁ」

「あほか！　お前、同い年やろ。三十越えた男のどこが若いねん」

「でも、ちゃんとご期待にお応えしたんやろ？」

　そう言って、久貝は片手の掌を上に向けて差し出した。

「何や、その手ぇは」

「『仕事』もしてきたんやろ」

　くれ、とばかりに栗栖の目の前で久貝は手をヒラヒラさせる。

「……キュウ、今すぐ白衣着ろ。午前中、患者、診ていけ。それでチャラや」

「あかんて。俺、今から会議やねん」

　久貝はわざとらしく時計を見た。

　今日はショパールだ。入口で靴を脱いできているのでわからないが、多分、シックなうす茶色の時計のベルトと靴は同じ色目で合わせてあるのだろう。栗栖は全く関係のないそんなことを思いながら言った。

「オフィス久貝はお前がおらん方が仕事がはかどるやろ」

　一向に起きあがろうとしない栗栖に久貝は「ま、ええわ」と肩を竦め、ドアを開けて衛生士に言った。

「藤田川さん、栗、使いもんにならへんわ。午前中、私が代診しますのでよろしく」

「はーい、分かりました。十分後にブリッジ形成の方が来られます」

「了解。来られたら、呼んでください」

　久貝は勝手にロッカーを開けてクリーニングの袋から白衣を出した。

　デスクの電話で自分のスタッフに連絡をしながら、また栗栖の前に手を突き出した。

「あかん。診療終わったら渡す」

　ぷいと横を向く栗栖に、久貝がニヤニヤ笑った。

「二十三歳らしい拗ね方やな」

「何やて！　キュウ、あのおっさんに、二十三って言うたんか！　十以上もサバ読んだんか」

「せやから、おっさん、張り切ってバイアグラ使うたんやろ」

「……ケツ痛い。腹も痛い」

「まさか、生ちゃうやろな」

　ぎょっとして久貝が尋ねた。

「あほ、俺がそんなことさせるかい。何にも食わんと酒だけで一晩付き合うたんや。おっさん、なかなか寝付かへんから、大変やった。『仕事』するにも、朝までほとんど時間無かってんで？　腹減った。竹葉庵のウナギなら食える」

　栗栖はわざとらしく高級店の名前を出した。

「わかったわかった。昼におごるから」

　久貝が笑うと、栗栖は物憂げに言った。

「サーバはデータ室。だけど端末専用室はなし。機密は暗号化されてるけど、定期的なセキュリティ監査は第三者機関ではなく、自前やって。適当に甘いな」

「へえ……面白いやん」

　ノックの音がして、衛生士が呼んだ。

「久貝先生、お願いします」

　しばらくすると、久貝が患者の歯を削るタービンの音が聞こえはじめた。

　栗栖はベッドから降りて、デスクの下に放り出したままの鞄からＣＤを出した。

　モバイルパソコンとそれを持って、横の院長室に入った。

　院長室は一見、書斎風で、歯科の専門書が並んだ本棚、整然としたデスクにパソコンがある。そして脇にカーテンで区切られた作業台がある。

　栗栖はデスクトップパソコンにＣＤをセットした。

　久貝が何人かの患者を診ている間、栗栖はデータを抽出し、解析に取りかかった。
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　院長の栗栖直樹は地元の歯科大学を卒業後、そのまま大学院で口腔外科を専攻し、修了後は二年、お礼奉公で病院に勤めた。そして歯科医院を開業したのが三年前だ。

　もう三十をとうに越えているが、彼の風貌は二十代前半の若者だ。

　けして童顔でも小柄でもないのに、人畜無害な表情で飄々と笑うと、年齢不詳に見えてしまう。加えて、普段の診療には白衣と帽子、マスク、ゴーグルを着用しているので、患者のほとんどは彼の素顔を良く知らない。

　友人の久貝幸正も歯科医師で、栗栖の同級生だ。

　二人は大学で出会い、そのままつるんでいる。栗栖と対照的に、久貝は年齢相応の落ち着いた外見だ。

　彼は大学卒業後、のなかでも有床義歯、つまり入れ歯を専門として学んだ。そして、その進行形として、癌や腫瘍で歯だけでなく顔の一部を失った患者のために顎顔面補綴がくがんめんほてつという分野も勉強した。

　義手、義足、義眼、義歯、そのどれもに通ずる手法で、機能と審美性を回復するものだ。

　栗栖も口腔外科で頭頸部腫瘍とうけいぶしゅようを手術した患者の顎顔面の回復を担当していたので、二人は良く一緒に仕事をしていた。

　数年間、そのような治療に取り組んでいた久貝は、栗栖が開業するのと時を同じくして大学病院を辞めた。

　そして、全く方向の違う、『デンタルオフィス久貝』という歯科検診専門の会社を創設し、診療からは手を引いてしまった。現在は社長兼営業部長として、色々な企業や会社を回り、歯科検診を売り込んでいる。

『オフィス久貝』は、歯科医師と衛生士を各会社に派遣し、会社の一室を借りて、従業員の口腔内診査とブラッシング指導や簡単な歯石取りをその場で行うのが売りだ。

　栗栖は開業医ながら、しばしば自分の医院を休診にして、オフィス久貝の一員として歯科検診に赴いている。

　衛生士の藤田川も、普段は栗栖歯科医院で勤務しているが、時々はオフィス久貝のスタッフとして検診に出向く。

　彼女だけが栗栖と久貝の本当の姿を知っている。







　栗栖は、普段は眼鏡を愛用しているが、『仕事』によってはフレームを変えたり、コンタクトレンズを入れたりしている。髪型もそれに合わせるし、時には色を入れることもある。

　少し変化をつけると、がらりとイメージが変わるタイプなので、その特徴を最大限に生かしている。

　栗栖は、二十代の学生時代から久貝と組んで『仕事』をしている。

　彼は小学生時代からコンピュータに興味を示し、高校生になると自作ソフトだけでなく、本体自体も作るようになった。大学入学後、二年までの教養部の間にプログラマの資格を取れるだけとってしまった。

　栗栖も久貝も祖父の代からの歯科医の家系で、男兄弟の三男坊というところまで同じだった。彼らの兄二人も歯科医師で、違う道を選択することなど考えずに、彼らは歯科大に入学したクチだった。

　栗栖がコンピュータにのめり込んでいる間に、散々遊んでいた久貝は、遊び仲間の紹介で暴力団関係者とも通じるようになっていた。

　彼らが『仕事』と呼ぶ、それの始まりは、学生時代に久貝が持ってきたフロッピー一枚だった。

　解析できるか、と聞かれ、栗栖は軽く請け負った。

　それは彼にとって朝飯前のことだった。いくつかのセキュリティブロックがなされていたが、そのどれもがオーソドックスな物で、簡単に解除できた。データを見ると、何かの帳簿と販売物の顧客リストだった。

　データを渡して、一ヶ月ほど経った頃、久貝がまたフロッピーを持ってきた。

　今度は十枚、別に厚みのある封筒が添えられていた。封筒の中は新札の束だった。

　栗栖はそれに関して何も尋ねなかった。

　小遣いは充分すぎるほど親から貰っている。金に不自由はない。久貝が運んでくるフロッピーは栗栖にとってオモチャだった。

　ディスプレイにびっしり浮かび上がるプログラムの向こうに、作成したプログラマの姿が見える。データなどどうでも良かった。いかにしてブロックを解除するか、それだけだった。

　そのうちにフロッピーが廃れ、メディアはＭＯ、ＣＤ、そしてネットへと変遷した。

　最初は、久貝がどこかから依頼されてメディアを預かり、栗栖に持ってくるだけだったのが、次第に久貝自身がメディアを失敬してくるようになった。

　各会社もセキュリティが強化され、現場に栗栖も動員されるようになった。パスワードやＩＤカードのセキュリティを直接現場で解くのが栗栖の『仕事』のひとつとなった。

　データは久貝がどこかへ売っぱらう。

　彼らにとって『仕事』は遊びの延長なのだ。







　小さな会社では、事務員の女性が管理していたり、社長のデスクの引き出しに無造作にＩＤカードが放り込まれていることが多い。

　さすがに最近『仕事』に身体を使うことは、ほとんど無くなったが、やむを得ない時は、それも手段の一つだと割り切っている。他に回りくどい方法を考えているよりは早く確実に結果を出せる方法をとるのが栗栖のポリシーだ。

　女性の相手は久貝、男性の相手は藤田川と栗栖が担当だ。

　パスワードやそのヒント、金庫の種類、その他の情報を寝物語で聞き出す。

　最近では指紋照合を導入している会社も多い。

　昨夜の栗栖の相手は、某企業の専務だった。

　情交のあと、深く眠った相手の指にシリコンラバーベース印象材歯型を採る材料を塗りつけ、十本の指型を採った。後日、これで久貝が指を復元する。

　顎顔面の復元を専門にしていた彼らの腕の見せ所だ。

　ちゃんと人工皮膚を使用し、レーザー関知用の偽の血管もつける念の入れようだ。

　栗栖は昨夜、ついでに専務が持っていたパソコンから管理者用のデータを落としてきた。次回に専務がパソコンを起動させると誤作動を起こすように設定し、アクセスログが消えるようにもしてきた。

　今朝の栗栖はぐったりとして診療をサボっているが、決して患者をないがしろにしているわけではない。患者の前ではどんなに身体が辛くても、そんな様子を見せることはないし、腕に狂いは絶対に出さない。

　今日は久貝が来ることが分かっていたし、彼が時々は診療をしたいことも知っている。

　久貝もここでしか診療はしない。たとえブランクが長くとも彼もまた治療に衰えを出すことはない。

　これは彼らのプロフェッショナルとしての矜持だ。
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　日曜日、栗栖の携帯電話が鳴った。

「栗栖さん、僕、水曜、休みになったんですけど……晩飯どうですか？」

「いいよ。水曜日は検診で大阪まで出るし、四時には解放されるから、待ち合わせしよか」

「わ！　そんなに早く？」

　電話の相手は弾んだ声を出した。

「早すぎるか？」

「いえ。もっと夜やないとあかんと思ってたから」

　嬉しそうに応えているのは、高階康一郎たかしなこういちろうだ。

　栗栖と付き合い始めてもうすぐ一年になる。

　大阪府警ハイテク犯罪対策室刑事班に所属する二十八歳の警部補だ。

「じゃ、四時半にいつものとこで」

　栗栖もそうだが、高階は余計に顔をさされることに注意を払う。

　食事くらいなら怪しまれないだろうが、親しすぎる素振りで繁華街などは歩けない。どこで同業者達が張り込みをしているか分からないからだ。

　だから、彼らの待ち合わせ場所は、もっぱら本屋の文庫や新書のコーナーだ。







　今日の『オフィス久貝』の検診場所は、中之島にあるビルだった。メンバーは久貝、栗栖、衛生士の藤田川、島津、伊藤だ。

　大手化学繊維メーカーの系列会社で、医療用のカテーテルやチューブを扱う『ワイド・アルファ』社は、このビルの二階から五階までのフロアを占めている。

　久貝らが台車に荷物を載せて二階の受付フロアに入ると、受付嬢が三階の一番奥にある小会議室に案内してくれた。

「何かご入り用な物はございますでしょうか」

　受付嬢は丁寧に尋ねた。

「いえ、特には。あ、水道はどこでしょう？」

　藤田川が手を洗うジェスチャーをした。

「こちらでございます」

　彼女はドアを開けて藤田川を案内した。

　他の衛生士達が折り畳みの簡易の歯科用チェアをセットして、器具を用意している間、栗栖と久貝は往診用のコンプレッサーやライトを電源につないだ。

「見た？」

　久貝が栗栖に小声で聞いた。

「廊下のカメラ？　あれなら大丈夫、死角だらけやん。お前もそう思ったんやろ」

　久貝は既にこの会社には二回来ている。

　最初は検診の売り込み、次は担当者との打ち合わせだ。各フロアを見せてもらって、この奥の部屋を指定したのだ。

　もちろん、歯科検診が行いやすいことを第一目標にするが、なるべくその会社の深い場所に入れるように策を労す。担当者に案内されながら、堂々と会社の中を歩き回り、監視カメラの位置、ドアのセキュリティをチェックする。

「ここって、部屋の中は無防備やなぁ」

　栗栖は伸びをする振りをして頭をぐるりと回し、部屋の隅々に目を配った。

「会議室やからな。見た限りのオフィスにも無かった」

　久貝が言うと、タンクに水を運んできた藤田川が囁いた。

「各セクションも部屋の中にはカメラないって。カメラがあるのは廊下だけって」

　藤田川は水汲みのついでに、先ほどの受付嬢と廊下を歩きながら聞き出したらしい。







　ちらほらと社員達が部屋の入口に並び始めた。

　久貝がさっと営業用の顔になった。

「こちらのデスクで問診票に記入してください。ＩＤナンバーも忘れずにお願いします」

　一人目の男が書き終わると、栗栖がチェアを「どうぞ」と示した。

「まずお口の中を拝見しますね」

　そう言うと、栗栖はミラーで口腔内を診て、歯周ポケットを測定した。

「虫歯がちょこちょこありますねえ。あと、下の親知らずが両方とも横向きに生えてて、ここに虫歯の大きいのがあります。……ええと、ここ、ご覧になれますか？」

　受診者に手鏡を渡し、口の中の状態を検査用紙に記入しながら細かく説明してゆく。簡易の口臭チェッカーで匂いも測定するサービスも行っている。

「下の前歯の裏側に歯石が多く溜まっていますから、そこで歯石取りとブラッシングの仕方を教えてもらって下さいね」

　栗栖の背後に美人揃いの衛生士達が三台のチェアを並べてにっこりと微笑んでいる。

　藤田川は綺麗系、島津はアイドルタイプの可愛い系、伊藤は三つ編みメガネっ子で、いずれも一日中コンピュータ画面を見ているだけのＳＥが多い検診場所では評判が良い。

　男は一瞬迷って、ちょっと照れながら伊藤のチェアに座った。

　栗栖のチェアに次の男性が座る間、順番待ちの列を見ると、受診者達の目は衛生士達に釘付けだった。

　久貝のマーケティングは確かで、検診場所によって派遣する衛生士を選ぶ。コンピュータ関係なら島津や伊藤が人気だし、工場などなら、演歌系やヤンキーテイストの衛生士を連れて行くと受診率が跳ね上がる。

　午前中、彼らは勤勉に働き、八十名ほどの数をこなした。学校検診ならば二時間で二、三百名を診るが、企業検診の場合はそういうわけにもいかない。







　昼食時、二階の社員食堂の片隅に皆で座っていると、衛生士を男性社員が遠巻きに見ていた。

　栗栖と久貝は先に立って、会議室に戻った。

　途中、トイレで二人並んで歯みがきをしていると、用足しに来た社員達が感心した。

「へえ……歯医者さんって、やっぱりちゃんと食後に歯磨きしはるんですねえ」

「そら、人に偉そうに言わなあきませんからね」

　栗栖が笑いながら返事をした。

「ひゃー、俺らも見習わな」

　社員達が同じように笑うと、うがいを終えた栗栖が彼らのネックストラップにぶら下がるプレートを見てにっこりと言った。

「ええと、山口さんは、右下の奥から二番目の詰め物が取れてはりましたよね。岸田さんは、左上の前から四番目と五番目の間に虫歯。早めに歯医者さん、行って下さいねえ。痛くなってからでは遅いですよ」

　山口と岸田は目をむいた。

「……もしかして、先生、覚えてはるんですか……？」

「あはは、さっきのことですから。明日になったら忘れます」

　明るく言って、呆気にとられている彼らを置いて、栗栖と久貝はトイレを出た。

「明日になったら忘れる、か」

　久貝がからかうと、栗栖がふん、と鼻で笑った。

「一年経っても覚えてまっせぇ」

　その頃、衛生士達はそれぞれ男性社員にお茶をおごってもらっていた。

「すごぉい、ＳＥさんって難しいことしてはるんですねえ」

　島津が上目遣いで愛嬌を振りまき、同じ台詞を伊藤は夢見るように言う。男性社員たちは鼻の下を伸ばしてピンクのユニフォームの彼女らに自分の仕事内容を説明した。

　藤田川は年輩の社員の相手をしていたが、早々に切り上げ、女子トイレに向かった。

　鏡の前でブラッシングをしていると、隣で三十代の女性が化粧直しを始めた。

「失礼ですけど、コスメ、どこのをお使いなんですか？」

「え？」女性社員は藤田川を見た。

「ごめんなさい、さっき、お口の中を見せていただいたときから気になっていたんです。すごくお肌がきれいやから……うらやましくって」

「いややわぁ。そばかすだらけやのに」

「うそ！　元のお肌がいいんやわ。私なんて、コンシーラー厚塗りしまくり。もう、ファンデーションなんてマスクの下でよれてしもて」

　藤田川は親しげに女性とポーチの中を披露しあった。

　栗栖と久貝は検診場所に戻るついでに少しばかりの仕掛けをして回った。

「さあ、午後の部、開始だ！」

　久貝がパンと手を叩いてドアを開けた。
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　梅田の大型書店、文庫本売り場の一番奥で、棚の本をぼんやり眺めている男がいた。

　遠目に見ればすらりと細い様子だが、実際近寄ると、胸板がしっかりと厚いのが分かる。スーツがよく映える見栄えのいい男だ。

　栗栖が近寄ると、声をかける前に彼の方が気づいた。

「栗栖さん！」　　　　

「よ、お待たせ」

「いえ、時間ぴったりです。僕が早く来たから」

　いかにも嬉しい、といった表情で高階は微笑んだ。「何か欲しいのん、あった？」

　栗栖が聞くと、高階は首を振った。彼は潔癖性で、立ち読みすらしない。そのくせ本好きで、書店での待ち合わせは何時間でも苦にならない。

「早いけど、飯、食う？　それとも……」

　栗栖が悪戯っぽく笑うと、高階はぼっと赤くなった。

　付き合い始めた頃は、適当な場所で食事をして、シティホテルを使っていたが、ある時、ロビーで張り込みをしてるご同業の姿を見てから、高階が嫌がった。

　嫌だというより、怖いのだ。

　以来、食事は外で摂ることもあるが、部屋は栗栖のマンションを使うようになった。

「阪急の地下で何か買いませんか？」

　店で食事もいいが、高階は何よりも二人きりで過ごしたかった。朝から落ち着かないくらいに待ち遠しかったのだ。

「だって……一ヶ月ぶりに逢えたんやから……」

　高階の小さな呟きを聞いて、栗栖がさばさばと言った。

「ほな、行こか」

　栗栖は一瞬だけ高階のジャケットを引っ張った。

それだけで高階はもう心が踊った。

　都島の川沿いにあるマンションに栗栖の部屋がある。　今は診療室の近くに部屋を借りているが、大阪市内に実家があるくせに、学生時代はここから通っていた。４ＬＤＫの贅沢な造りだ。

　栗栖と高階は、デパートの地下で料亭のお総菜や刺身などとビールをどっさり買ってきた。　

「うひゃ、またこんなに来てる」

　郵便受けから溢れるほどの郵便物のほとんどがダイレクトメールだった。

　栗栖が見もせずに放り出したそれらに高階は興味を惹かれた。しかし、それよりも目の前の栗栖の方が魅力的だった。

「どっから住所仕入れてくるんだかね。ま、おおかた歯科医師会や大学の名簿やろけどな」

　栗栖は窓を開け、外の空気を入れた。十五階の角部屋、南向きなので大阪城が見える。四月の頭だというのに、今年の桜は早く散ってしまって、もう川べりの並木は葉桜の緑だ。

「栗栖さん……」

　高階は不器用に後ろから栗栖を抱きしめた。

「ちゃんとブラッシング済み」

　そう言って顔だけ振り向いた栗栖に、高階はそっと唇を重ねた。







　高階は「汚けがれ」を極度に嫌っている。

　今ではずいぶんマシになったとはいえ、電車のつり革さえ持たないほどだ。

　元々は人懐こい性格なのだが、潔癖性が災いして、なかなか付き合いがうまく行かない。

　子どもの頃、女性に生理があることを知った時には、もう女性が恐怖の対象になった。現在でも、仕事で話すくらいはどうにでもなるが、恋愛の相手には考えられなかった。

　男性を好きだと自覚したのは中学生の時だった。

　同性を思い浮かべての自慰の快感は解っていても、その行為そのものは不潔なものだと心が拒否した。

　以来、堅物の真面目人間で通してきた。

　人間の友達はそれなりにいたが、パソコンはそれ以上の友達だった。大学で情報処理を学び、就職活動の際にゼミの教授から警察学校への道を薦められた。

　警察のきっちりとして規則正しい生活は性に合った。

　今の大阪府警ハイテク犯罪対策室には二年前に配属になった。刑事班で主に情報漏洩の犯罪を追っている。　昨年の初夏、栗栖と出会った。

　大阪府警本部のすぐそばに栗栖の出身大学がある。

　高階が本部前の横断歩道で信号待ちをしている時に、数冊の本を抱えて横に立っていたのが、栗栖だった。

　何気なく見ると、栗栖と目が合った。

　栗栖は無意識に適当な愛想笑いをしただけだが、高階は雷に打たれたような衝撃を受けた。

　栗栖が横断歩道を渡り終えても、高階はぼんやり見送っていた。点滅になって慌てて走って、坂を下る栗栖の後ろを歩いた。

　突き当たりの信号で、また隣りに立った。

　栗栖が今度はまともに高階を見た。

「ナンパ？」

「えっ……」

　見事なまでにぱっと高階の顔が紅潮した。

「いや、あの……」

「違いました？　失礼」

　そう言うと栗栖はもう横断歩道を歩き始めた。

　高階はこの時のことがいまだに自分でも信じられない。

「ナンパですっ！」

　早足で栗栖の前に回って、口をついて出たのはこの言葉だった。

　栗栖は立ち止まって本を抱え直した。

　たっぷり十秒間、真っ赤な顔の高階を見て、にっこりした。

「ええよ」

　あっさりと返事され、高階はどうして良いかわからなかった。

「……あの……あの……お茶でも……」

「この辺で男二人でお茶？　ええけど、目立ちませんか？」

　笑いを堪えながら栗栖に言われ、高階は戸惑った。

「そこの駐車場に、車、置いてるんやけど、ちょっとドライブしましょか」

　思いがけない早い展開に高階はただ頷くだけだった。

　促されるまま高階が車に乗ると、栗栖はエンジンをかけた。

「さて。お名前くらいは伺ってもよろしいでしょうか？」

　ちょっと丁寧な口調で栗栖が尋ねた。

「はいっ！　あのっ、高階ですっ。高階康一郎と申します」

「栗栖です。高階さん。あのね、そんなに力まなくても、取って食ったりしませんから。もしかして、緊張してはる？」

「……はい」

　額に汗を浮かべている高階のためにウィンドウを開けて、栗栖は黙って車を走らせた。

　信号で停まると、栗栖はわざと高階の顔を覗き込んだ。

「……すみませんっ」

　高階は前を向いて固まっている。

「初対面の方に、何て失礼なことを。あのっ、実はこんなこと、はじめてなんです」

「あはは、そやろと思った。ナンパされることはあっても、あんなところでってのは俺も初めてやね」

「しかも、男の人に……」

　高階はうつむいた。

「あれ？　高階さん、ゲイやないんですか？」

「……」

　返事のできない高階を無視して、栗栖は続けた。

「誤解の無いように言うときますけど、俺かて誰にでもホイホイ付いて行くような真似はしません。誰の紹介でもない知らない人を車に乗せたりすることもありません。高階さん、好みやし、ええかなって。ええ人そうやし、お巡りさんでしょう？」

「えっ……！」

　高階は思わず栗栖を見た。

「そやかて、府警本部から出てきはりましたやん？」







　はじめて栗栖の身体に触れてから、高階は彼が愛しくてたまらなくなった。仕事の時はきちんと頭を切り換えることができたが、それ以外の時間は寝ても覚めても栗栖のことを考えていた。

　二十七年間、恋愛とは無縁できたのだからなおさらだった。

　雑菌が移りそうで気持ちが悪いと思っていたキスも栗栖となら平気だった。もっとも、最初は唇を重ねることすら恐ろしかったのだが。何故か、何も言わなくても栗栖が目の前でブラッシングをして、うがいをして見せてくれたので、安心した。

　ファーストキス以来、すべてキスは含嗽剤の味だ。

「そういえば……」

　バスタブの中で戯れながら、高階が呟いた。

「なに？」

「最初の時……どうして僕の前で歯みがきしはったんですか？」

「え？　最初……？　ああ。高階君が潔癖症やってすぐわかったから。高階君が警察の仕事で人を見るのんと同じくらい、俺も人を診るのが仕事やもん。初対面の人からどれだけ生活情報を引き出すかって……もうこれは職業病やな。俺はキスしたかったしね。信用してもらうためにはブラッシングでも何でもするで」

　栗栖は高階の首に抱きついて耳に直接囁いた。そのまま首筋に舌を這わせ、乳首に吸い付いた。甘咬みされて刺激され、湯の中で高階自身が反応した。

　高階は栗栖の腰に手を回し、後ろに滑らせた。これも最初は抵抗があった。栗栖は嫌なら触らなくていいと言ってくれ、外科医の手の洗い方を教えてくれたので、できるようになった。

　指先で栗栖の粘膜を広げ、そっと一本差し込んでみる。

「……んっ」

　ほんの小さく喘ぐ栗栖の表情をうっとりと見つめ、高階は指を動かした。

　栗栖が激しく舌を絡ませてきて、高階をバスタブの縁に座らせた。

　すっかり天を仰ぐように成長している高階自身の先を栗栖の舌が包み込んだ。ざらざらとした舌乳頭が蜜をほとばしらせている敏感な粘膜の上を撫でる。くびれの部分まで頬張られ、仰け反るくらいに気持ちがいい。ちらっと目を上げて高階と視線を合わせる栗栖をめちゃくちゃにしたいという衝動が沸き上がる。

　高階は栗栖を抱えて、反対側に座らせた。

　先ほどまで栗栖がしていたように、脚の間に顔を入れ、大きくなりかけの栗栖自身を意を決して口に含んだ。

「高階君……」

　栗栖は高階の髪を撫でた。高階は目を閉じて栗栖のペニスにむしゃぶりついている。

「無理しなくて……いいんやで……」

　栗栖の言葉に高階は首を振った。自分の口の中で栗栖が容積を増してゆくのが嬉しかった。

　とろりと舌の上に先走りの粘液を感じた。高階が放すと、唾液と混じったそれが透明な糸を引いた。栗栖のそこが育ちきったのを目で確認した。

「早よ、口、ゆすぎ」

　栗栖が上気した顔で言った。潤んだ目が美しい。

「栗栖さん……すげぇ色っぽい……」

　シャワーでうがいをするのももどかしく、高階は栗栖を抱きしめた。

　ベッドに移って、栗栖の中で果てた。







　ダイニングのテーブルに総菜や刺身を広げ、向かい合わせで食べている間も、テーブルの下で栗栖は高階に脚を絡ませていた。

「栗栖さん、もっとネットやって下さいよ。毎日メールするのに」

　高階はねだるように言った。

「あかんわ。コンピュータは苦手なんや。ワープロは打てるけど、ネットもレセプトのソフトのメンテナンスにしか使わへんし……。毎日繋ぐのは面倒くさい」

「携帯でもいいですやん」

「あのポチポチまどろっこしいのん、嫌や。ええやん、こうやって逢えるんやから。高階君も毎日仕事で使うてるんやから、家に居る時くらい、そんなんやめたらええのに。な？」

　栗栖はビールを注いでやりながら、小首をかしげた。

「ネットも楽しいですよ」

「サイバーポリス様はお仕事だけでは物足りないんやな」

「娯楽でも趣味でもちゃんと使えば本当に楽しいんですけどね。確かにネット上の犯罪はつかみどころがない部分もありますからね……」

　高階はテーブルの隅に小山を築いているダイレクトメールを指した。

「例えば、これ。これだけ沢山の業者が栗栖さんの個人情報を仕入れてる」

「まあね。診療所におったら、毎日電話もじゃんじゃんかかってくるわ。株に先物取引、動産、不動産、ゴルフやリゾートの会員権、車、ペルシャ絨毯に屋根の見積もり……マンションなんて東京の物件紹介が多いしなあ」

　指を折って栗栖が上げてゆく。

「これでメールアドレスとか晒したら、もっとうるさいことになりそうやろ？　ようわからんけど」

「そうですね。メールがドカドカ来るでしょうね。そういう個人情報の売買ルートがあるんですよ」

「名簿屋ってあるやん」

「今もありますよ。ちょっと前までそれが主流やったんですけどね。カードからスキミングなんてのも増えてきたし。あ、そう！　栗栖さん達が検診されるでしょう？　そんな検診データなんてのも対象なんですよ」

「ああ、聞いたことある。高階君はそんなの捕まえるのん？」

　栗栖は何気ない様子で聞いた。

「うーん、そうですね……。僕がいま担当してるのは、企業のネットワーク侵入ですね。別件でなんですけど、面白いのがあって……東京本社で盗まれてるとばかり考えられてるデータが、どうもね他府県から漏れてるらしい、なんてのも……」

　笑いながらそこまで言って、高階はハッと言葉を切った。

「大丈夫。心配せんでも誰にも言わへんって。守秘義務守秘義務。ほら、あーんして」

　栗栖は取り箸で鯛の刺身をつまみ、高階に食べさせ、爪先で高階の股間に触れた。
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　四月は検診シーズンだ。

　栗栖は地元の歯科医師会での割り当てで公立の幼稚園と小学校を一校ずつ校医として受け持っている。加えて、私立の保育園、幼稚園、小・中・高校を各一校ずつ。だから学校保健法で定められている六月終わりまでは毎週のようにあちこちの学校を飛び回る。さらに、企業検診も予定に入ってくるので、この時季、栗栖歯科医院は休診が多い。その分、栗栖は夜間と早朝、休日を利用して診療にあたるため、高階と逢う暇がほとんどない。栗栖はさほど気にしていないが、高階は毎晩電話をかけてくる。

　夜の十一時を過ぎて、診療室の奥の技工室で患者の義歯を作っていると、無遠慮に久貝が入ってきた。

「うぃーっす、栗、差し入れ」

　久貝が作業台の上に置いたのはＣＤだった。

「どこが差し入れやねん」

　栗栖は顔も上げず義歯用のワックスに人工歯を並べている。

「なあ、今晩中に解析してえな。人工歯の排列くらい、俺がやるやんか」

「もう、あと三本で終わるから、待って。そこ、置いといて」

　ワックススパチュラをアルコールランプにかざして、栗栖は小学生のように節を付けて歌った。

「腹減ったー、飯食わせー」

「栗、そんな歌、品がない、言うて、ガキの頃ママ上に叱られへんかったか？　ほれ、こっちがほんまの差し入れ」

　久貝はちりめんの風呂敷に包んだ弁当を出した。馴染みの料亭で作らせた特別弁当だ。こんな彼も育ちは良く、結構行儀にうるさい。

「ビールも買うてきたけど、いる？」

　栗栖は丁寧に義歯の噛み合わせを調整している。

「あかん。今日はめっちゃ忙しくて昼飯も食うてへんし、疲れてるから、飲んだら寝てまう。お茶くれー！」

「ほなら、寝られへんように濃ぉい玉露煎れたるわ」

　人工歯を並べ終えた栗栖は、ＣＤをコンピュータにセットし、弁当を広げた。

　彼が食べている間、久貝は義歯がつけられた咬合器を眺めつすがめつし、エバンスを取り出して、ちょいちょいとワックスを削り、調整した。

　壁に造り付けの棚の奥から蓋付きのボックスを引っ張り出した。中には人工皮膚を作るシリコンなど久貝用のセットが入っている。

　ターゲットの指紋を型から起こし、指を作るのだ。







　院長室に場所を移し、栗栖はパソコンに向かい、久貝は横の作業台で指を作っている。

　久貝が引き出してきた某企業のデータは暗号化されている。栗栖はそれを独自の方法で解いてゆく。

　十二時前になって、栗栖の携帯電話が鳴った。

「ん……うん、そう。まだ診療室やねん。デンチャー義歯作ってる。多分朝までかかりそう……え？　あかんあかん、なんで高階君まで起きてなあかんの。寝なあかんて。……うん、あはは、分かってるって……ごめんな、逢われへんくて」

　久貝がニヤニヤ笑って見ている。栗栖の目はディスプレイに向いたままだ。

「高階君の仕事はどう？　進展はあった？　……へえ、そう。ふぅん。大変やなあ。……じゃあ、前に言うてたシステム侵入……っていうんやった？　ネットワーク使う、それやないんやなあ。直接会社から盗まれてるんや……えらいこっちゃなあ。頑張ってな」

　栗栖は久貝を見た。久貝は頷いている。

「……うん、うん。……わかった。おやすみ」

「ラブラブやな」

　久貝がからかった。

「あほ」

「高校生か、お前らは。なにが徹夜に付き合って僕も起きてるぅ、やねん」

「ええやんか。彼の恋愛レベルは高校生もビックリやで。可愛いもんや」

「……まあ、栗がええんやったらな。あっちも上手いんか」

「せやから高校生レベルや、って言うてるやん。面白いで。新鮮で」

「もしかして、手取り足取りお兄さまが教えてあ・げ・る、ってか」

「その代わり、色々教えてもらってるしな」

　意味ありげに栗栖が嗤った。

「どこのどなたさんが、コンピュータ苦手でわからへん、ってぇ？」

「それくらいで充分。誰がサイバーポリス相手に正体明かすかいな」

「で？　バレてそう？」

　久貝は自分達の『仕事』を気にした。

「バレるかいな。まだまだ大丈夫。俺はアシがつくような鈍くさいことせえへん。バレるとしたら、キュウがどこかの監視カメラに引っかかるくらいやろ」

「それこそ、鈍くさいがな」

　そんなことを喋りながら、彼らはそれぞれの仕事に没頭した。

　これは彼らの趣味だ。

　読書、映画、ゴルフなどのスポーツ、または楽器演奏を趣味とするのと同じ感覚だ。

　元はというと、栗栖があまりにつまらなそうな顔をしていたのが始まりだ。

　学生時代、毎日、講義も実習も忙しかった。息の詰まった久貝は外で遊びまわっていた。

　実習で相方の栗栖はパソコンと向かい合っている割にはいつも退屈そうにしている。久貝はそれが気にかかって、遊び仲間が持っていたデータの解析をやらせてみた。あっという間に結果を出した栗栖は、思いがけず「面白かった」と言ったのだ。それから何度か同じような物を渡すと、その時だけは充実した表情を見せるのだった。だから久貝はそれを『仕事』にしてみた。

　普段はそれなりに真面目に働いているため、金に困ることはない。この趣味のお陰で税務署には絶対に言えない収入はあるが、二人とも特に金への執着はない。

　だから、というわけではないが、二人ともそれぞれ匿名でボランティア団体に大口の寄付をしている。

　久貝は、まさか栗栖が本気で高階と付き合うようになるとは思ってもみなかった。

　サイバーポリスのメンバーリストを手に入れた時から、その中の誰かから情報が欲しかった。金で情報を流す刑事もいるにはいたが、そういう奴は、また金で他ともつながっている。久貝は経歴と若さで高階ともう一人をターゲットに絞っていた。

　色仕掛けは手段の一つだが、ベッドの上で本音を引き出すのは結構有効だった。

　最初、久貝は、高階の前に藤田川をちらつかせてみた。ほとんどの男は好む好まざるに関わらず、藤田川のような容姿の女性が目の前を通ると、一瞬視線を投げかけるのだが、高階は全く反応しなかった。ならば、と栗栖の出番となったが、栗栖が仕掛ける前に高階は引っかかってきた。栗栖は準備をする間がなかったが、そのチャンスを逃すことはしなかった。そのまま勢いで寝技まで持ち込んだのだ。

　幸いなことに高階が栗栖にのめり込んでくれた。

　栗栖のことだから、一、二度逢えば終わりだと思っていたら、どこが気に入ったのか珍しく一年近く続いている。

　『仕事』以外では、相変わらずいつも退屈そうにしていた栗栖が、高階との電話で見せた表情は、久貝には少し意外だった。
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　高階のチームは、相次ぐ企業からの情報漏洩を捜査していた。

　主に顧客の住所や電話番号、カードナンバーなどの個人情報が多いが、このところ企業間の取引状況リストといったものも増えてきている。

　ネットワークからその会社に侵入して引き出すものもあれば、ネットワークから遮断されたホストやファイルサーバから、または保管されている磁気テープごと持ち出されたデータもある。後者の場合は社内の人間が何らかの形で関わっていることがほとんどだ。

　それらのデータが第三者の手に渡り、恐喝される企業が後を絶たない。被害にあった企業は社会的信頼を失い、賠償責任に追われることになる。

　大抵の企業は社内もしくは外部にＩＴ事業部があり、コンピュータのエキスパート達を雇っており、まず、社内での対策がとられる。しかし、流出した個人情報から、例えば、その個々人へ架空請求書が送られたりしてしまうと、警察のハイテク犯罪対策室への通報となる。







『キャロル・キャロル』はアパレル企業の子会社で、十代から二十代前半の女性がターゲットの服飾雑貨を扱っている。全国にある直営店はいつも女の子達が群がっている。

　大阪本社や東京、名古屋の各支社では、学校帰りの女子高生達を集めて、スナック菓子とジュースでもてなし、刻々と変化する彼女らの間だけの流行や興味の対象を話させ、製品への資料としている。

　そういった女子高生達の体のサイズまで入った個人情報ファイルが流出した。

　そこで高階達ハイテク犯罪対策室刑事班の出番となった。コンピュータに関する精鋭ばかりのなかで、刑事班の班長で高階とペアを組んでいるのは、以前は捜査二課で詐欺の知能犯を相手にしていた津村だ。

　二人は話を聞きに『キャロル・キャロル』へやってきた。

「うちは女の子の出入りが激しいですからねえ」

　顧客管理担当者の小川は疲れ切った顔で言った。

『キャロル・キャロル』は梅田の駅前にあり、一階が店舗、その奥が女子高生達のたまり場に、二階以上が会社としての体をなしている。

　ピンク色をテーマカラーとしているのか、店舗は遠くからでもかなり目立つ。ちまちまとした小物や服が飾られた中を場違いなスーツ姿の高階と津村が突っ切る。平日の午前中だというのに、若い女性が品定めをしている。

「いやあ、カワイイー！」

「ほんまや、カワイすぎ！　あんた、これ、似合うわぁ」

　彼女らはピンク地に銀色でロゴが書かれているＴシャツを合わせあっていた。

　津村が妙な顔をして高階を見た。これらを可愛いというのかどうかは、高階にも分からないが、二人ともそれを口に出すのは遠慮した。

「放課後に来てもらうようにお願いしてるんですけどね……見逃してあげてください」

　担当者の小川は困り顔で謝った。

「アレ、高校生かいな！」

　津村は振り返って彼女らを見た。

「ああいう子が集まらはるんですね」

　女性に全く興味がない高階には、茶髪をクルリと巻いて、つけまつげたっぷりの厚化粧は双子のように同じに見える。

　店舗の奥が高校生たちの集まる部屋だ。ちらりと見ると、会議用の机とパイプ椅子、テレビ、ビデオや雑誌が置かれており、なんとなく甘い香水の匂いがする。

　ちらりとその部屋を覗いたあと、横のエレベータで二階へ上がった。

　そこは下とは異世界のようにきちんとしたオフィスだった。

「こちらにデータを保存してありました」

　小川は指紋認証とパスワードで部屋の鍵を開けた。

　中は六畳ほどの小さな資料室で、端末の置かれたデスクとスチールの棚にメディアファイルと磁気テープのボックスがあるだけだった。

「マーケティングや顧客の情報、デザインみたいなプロダクトのファイルだけをここに保管しています。図書などの紙媒体の資料は隣の部屋です」

　小川が説明した。

「端末も指紋認証ですね」

　津村が聞くと、小川が続けた。

「はい。これも入口と同じです。サーバも独立しています。ここだけはうちの親会社と同じシステムを導入しています。ほんまはコピーできないように、外部インターフェイスがない物が一番なんですけど、そういうわけにもいきませんしね」

「データはいちいち取りに来ないとあかんのですか」

「そうなんですよ。何のためのオンラインかわかりませんよね」

「アプリケーション調査でも引っかからないし、これのアクセスログも消えてたんですよね」

　高階が尋ねた。

「ええ……」

　小川がため息をついた。

「防犯カメラは廊下だけなんですか」

「はい。部屋の中までは」

「ビデオがあると伺いましたが？」

「通常は一週間ほどで消去してまたその上に撮っていくんですけれど、一ヶ月前の一週間分だけ残してあるんです」

「なんでですのん？」津村が聞いた。

「ええと……その週に来た女の子達が、ここまで勝手に上がってきたんです。もちろんこの中には入られへんかったんですけど、指紋認証が面白いのか、ドアのとこのを触りまくりましてね……。ここに来る子ぉたちは、入れ替わりも多いんで、次に来たら、ビデオ見せて注意せなあかんと思ってたんです」　

「それ以後、その子らは？」

「来たら私のところに報告来るはずですけど、多分、まだ来てないんやと思います」

「そうですか……」

　津村と高階は会議室を一つ借りて、小川と一緒にビデオを早回しで観た。

「女の子らが情報持って行くやろか？」　

津村が高階に言った。

「さあ……。スキルがないとは言えません。今の子はネットで何でも売買できることを知ってます。商業高校やなくても、プログラムの授業くらいあるでしょう。下手したら、中学生の女の子でも自作パソコン作りますしね」

「しかし、そんな子らがここの店に来るかぁ？」

　津村が首を傾げると、小川が横からきっぱりと言った。

「来ます。そら、ちょっとセンスのない子もいますが、オシャレもしたい、オタクなこともしたい、っていう子、沢山いはります。まあ、ほとんどはパソコンよりケータイでしょうけどねえ」

「でも、まあ、指紋認証とパスワードかいくぐって、情報引き出して、ご丁寧にもアクセスログ消してまで……っていうのは少ないでしょうね」

　高階はビデオを観たまま言った。

「あ、ここですね」

　小川が早回しから通常速度に変えた。

　四人の女子高生が廊下を歩いている。お互いに、しーっと指を口にあて、いかにもこっそり、という真似をしながら他の部署を覗いてまわり、資料室の前で立ち止まった。

　音声はないが、声を出さずに笑いながら、かわるがわる指紋認証のセンサー部に指を当てて、テンキーにいい加減な数字を入れて遊んでいる様子だった。

　そこへ、画面の奥から男性が歩いて来て、彼女らの後ろを通り過ぎようとしていた。

　廊下全体を映しているため、それぞれの顔は分からない。

「この人は？　なんで何も注意しはらへんのやろ？」

　高階が言うと、小川も首を傾げた。

「おかしいですね……。ああ、この人は社員じゃないんですよ。ええと、検診業者さんですね。先月末に社員検診がありまして、いつもお願いしている会社の方ですわ」

　ビデオの男性は、一度彼女らの方を見たものの、そのままエレベータに消えた。

　それから一分も経たない間に、下からショップの社員が上がって来て、彼女らをつまみ出した。

「さっきの男が下へ行って言うたんやろな」

　津村が呟いた。

　残りのビデオを観た。取引各社の営業担当者らがそれぞれ写ってはいたが、特に変わったことがないように思えた。

「ビデオが残っている、この時にやられたとは限りませんが、念のためにこの人達も含めて一ヶ月間に出入りした人の連絡先、教えて頂けますか」







「うーん……」

　帰りの車中、津村が唸った。

「どうしはったんですか」

　運転しながら高階が聞いた。

「うーん。俺よりお前の方がコンピュータのことは分かってるやろ。ただ、会社強請ってるんはどこかの組やろな。データ盗んでる奴と強請ってる奴は違うと思ってな……」

　津村は窓を開けて煙草をふかした。
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「西尾さん、気ぃつけてくださいよぉ。アシつくようなん、困りますわ」

　コンビニエンスストア横の公衆電話にへばりつくようにして久貝が文句を言っている。相手は西尾という男だ。

　西尾は小さな広告代理店を営んでいるが、名ばかりで、ネズミ講やカード詐欺をはじめとする金儲けのプロだ。二、三年前に刑務所から出てきたばかりなのに、もうこの『仕事』の成長株だ。彼の会社はミナミを拠点とする弓倉組のフロント企業で、久貝の最も大きな得意先だ。

「お前んとこと俺んとこは何も関係ない」

「二課から移った津村、大丈夫ですか？　目ぇつけられてませんか」

「なんや、動いとんのか」

「うちは西尾さんの仕事に口出しはしません。どこに持って行かはろうと知ったこっちゃない。ただ警察もアホやない。二課に居た津村がちょっと厄介やと思ってね」

　どこでどういう風に久貝が材料情報を仕入れ、西尾がどう料理恐喝していくかは、お互いに介入しない事にしている。例えどちらかが捕まっても、知らない物は知らないと言い張ることができる。

　久貝がこれだけ言うことで、西尾は十以上の警報を張り巡らせるだろう。

「ふん……。あんたとこの先生も気ぃつけろや。尾行ついとるで」

　礼の代わりだろうか、西尾が笑いながら言った。

「尾行？」

　久貝が緊張した。

「安心せい。ちゃちな興信所や。おおかた見合い話でもあるんやろ」

「ポリやないんですね」

　確かめるように久貝が言うと、西尾は笑い飛ばした。

「ああ、天満橋の小さい興信所や。まあ、真面目に仕事してる分には何も出えへんやろ。男とデートはやめとけって言うとけや」

　西尾は自分も同性愛者のくせに、嘲るような嫌らしい口調だった。久貝は少し腹が立った。

「あいつは何にもしてへん。あいつはただの歯医者や。俺らとは関係ない」

「分かった分かった。ムキになるなや」

「次の『仕事』でしばらく休みます」

「ええで。こっちも気ぃつけるわ」







「見合い話？……ああ、そういえば、母が何か言ってたような気がするけど……」

　久貝に問われて、栗栖は思い出した。

「興信所に尾行されてる」

　栗栖の診療所の院長室で、いつものように栗栖は解析を、久貝は指を作っている。

「げー！　悪い。気ぃつけへんかったわ……」

　栗栖がモニタから顔を上げた。

「昔はよう逃げたもんやけど、鈍ったかなあ。最近、見合い話なんて少なくなったから、忘れてたわ。気ぃ抜いてた。お前んとこ、どう？　ママさん、うるさくない？」

「うるさいで。兄貴の嫁が後輩紹介するとか言い出したりしよる」

「そら、かなんなあ。でも、キュウは結婚するにしても何の障害もないやん。せえへんの？」

「一人の女にしばられるなんて、おもろないやん」

「まあな」

「考えてもみぃや。俺が嫁さんと子ども連れて歩いてるなんてゾッとする」

「似合うと思うけど」

「やめてくれ。お前とつるんで『仕事』してる方がなんぼかおもろい」

　そこへ、高階から電話がかかった。

「……今日はどうだった？　へえ！　そうなんやあ。ふーん、すごいなあ。高階君やからできたんやな。……え？　照れんでもええやん。お手柄やん」

　栗栖が大げさなくらいに誉めている。そして、ちょっと沈んだ声を出した。

「あ……元気ない？　あれえ、おかしいなあ。そんなことないよ。……うん、うん……実はな、俺、なんか興信所につけられてるみたいやねん……」

　久貝が呆れて、わざわざ栗栖の顔を覗き込みに来た。

「うーん……多分、見合い話があるんやと思う……」

　甘えた声を出しながら、栗栖はしっしっと手で久貝を払った。久貝は呆れを通り越え、笑いを堪えて横で聞いている。

「えー！　そんなん悪いからええよ。……高階君に迷惑かけられへんしな。うん……大丈夫。自分で気をつける」

　媚びたような声色を聞きながら、久貝はコーヒーを入れた。

「……ええよええよ。かまわへん、逢おう！　な？　俺も高階君の顔見たい……」

　栗栖が自分にも、と手振りで示している。

「……うん、じゃあ、おやすみ」

　久貝はマグカップをどん、とデスクに置いてやった。

「お前……悪いやっちゃなあ……。俺、高階君に同情するわ」　

「そうか？　俺、ものごっつ愛されてるで」

　栗栖はくすっと笑って、ＤＶＤを差し出した。

「これ、『キャロル』の第二弾。まあ、高階君ところが動いてるみたいやから、もうちょっと寝かしておく方がええかもしれへん」

「サンキュ。こっちも指、もうできる」

　久貝がシリコンの人差し指をぷるんと振った。先月、検診に行った『ワイド・アルファ』社への『仕事』用だ。

「『アルファ』の資料はこれ。ドアロックはこれで解除できる。端末は指紋でログオン。パスワードはこの三つでいけるはず。駄目ならすぐに諦めて。もしかして、ポインティングパッドに指で署名するタイプになってたら、まず、パッドにこのシートを敷いて試してみて。それでもあかんかったら、ＵＳＢんとこにこれを差し込んでみて」

　栗栖はスティックを出した。

「よっしゃ、わかった。まあ見てなはれ。あ、せや。この『仕事』でしばらく休むで」

「ふうん、そう」

　栗栖は気のない返事をした。







「『キャロル・キャロル』社の検診ですか？　……はい、少々お待ち下さいませ。ええと、四月二十六日に伺ってます」

『デンタルオフィス久貝』の受付事務員が、警察からの問い合わせだと電話を久貝に取り次いだ。

「その前の打ち合わせに、私が伺ったのは……三月の終わりですね。ええと……二十日ですね」

　久貝はスケジュール帳をめくりながら答えた。相手はハイテク犯罪対策室の高階だ。

「一度そちらにお伺いしてお話を聞かせて頂いてよろしいでしょうか」

「はい、どうぞ。……何か事件ですか？」

　久貝はわざと声を潜めて聞いた。

「可能性がありますので、『キャロル・キャロル』さんへ行かれた方に聞いてるだけです」

　高階は真面目に言った。

　一時間ほどして、高階と津村が『オフィス久貝』を訪れた。

　高階も津村も、久貝を見てビデオの男だと確認した。

　きちんと挨拶をした久貝は名刺を渡すと、興味津々の顔で聞いた。

「やっぱり、何か事件なんですか？　うちの社員が何か？」

「いえいえ、そういうわけでは……」

　津村が言葉を濁した。

「そうですか。私どもは企業さんへ伺うことが多いですから。ご覧の通り、小さな会社ですので、検診には私が付き添うようにはしておりますし、指導も気をつけて行っているつもりなんですが。もし、社員が何かやっていたのなら……何か信用を落とすようなことがあったら……」

　久貝は不安そうに言った。

「久貝さんは三月二十日に打ち合わせに行かれたんですね」

　津村が尋ねた。

「はい。スケジュール確認に。総務課の保険担当の方とお話ししました」

「変わったことはありませんでしたか？」

「変わったこと……ですか……？」

　久貝は首を捻った。

「さあ、特には……担当の方も昨年と同じでしたし、受診される社員さんの人数もほとんど変化は……。あ、店舗を増やされたので、そこの販売員の方が受診に来られることになりまして、検診の時間を少し長くするというくらいでしょうか」

「あそこは少女達がいつも多く集まっているんですかね？」

「はあ、一階で何かお喋りのお茶会みたいなのをやっているらしいですね」久貝は言いながら合点がいった。ビデオにその様子が残っていたのだろう。「ああ、そういえば、オフィスの廊下でも女の子達がいましたよ。不思議に思って、下に降りた時に社員さんに言ったら、慌てて上がって行かれました」

　大丈夫だ。あの時は自分は我関せずを貫いたはずだ。久貝は自然な振る舞いを続けた。

　あの女子高生のうち、ひとりは衛生士の藤田川だ。かなりの歳なのに、化粧をしてルーズソックスを履けば、充分女子高生に見えた。

「その子達は何をしていたんでしょう？」

「さあ……？　あまり覚えていません……」

　久貝は分からない、という顔をしてみせた。

「久貝さんも歯医者さんなんですか？」

　不意に高階が聞いた。

「はい。もう臨床はやっておりませんが」

「臨床、って患者さんを診ることですよね？」

「ヤブ医者なもので。患者さんのためですわ」

　久貝は笑った。

「念のために検診に行かれた方を教えてください」

　津村が言った。久貝はスケジュール帳を開いた。

「この日は……デンティスト歯科医師が栗栖、ハイジニスト歯科衛生士が藤田川、高木の二人です」

「栗栖先生？」

　高階が驚いた声を出したので、津村が怪訝な顔をした。

「知ってるのか」

「はい、ちょっと……お世話になったことが……」

　高階がもぞもぞと言った。

　確か、明日は栗栖とデートのはずだ。久貝はその表情に笑いを堪えるのが大変だった。

「うちは登録制で、栗栖は開業医なんですが手伝ってくれてるんです。他には大学院生や主婦の歯科医師がいます」

「そうなんですかあ」

　高階は弾んだ様子で言った。
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「昨日、久貝さんと会いましたよ！」

　待ち合わせの書店で、栗栖の顔を見るなり高階が言った。

「えっ！　あいつ、何かやらかした？」

　とっくに知らせは受けていたが、栗栖は初めて聞いたように驚いて見せた。

「いえ、お話を伺っただけです」

「あ、ほんまぁ。よかったぁ。びっくりしたやん！」

　栗栖は周りから見えないように高階の手に触れた。高階はそれだけでぽっと赤くなった。

　梅田の地下街を通って、閉店間際のデパートに入って、総菜を見て回った。

　潔癖性の高階は寿司やお握りが苦手だ。刺身はかろうじて大丈夫だが、火の通っていない生野菜などのサラダ系統は敬遠している。

　栗栖は患者に栄養指導をする時のように、あれこれとおかずを選んでいく。

「栗栖さん、興信所、大丈夫ですか？　こんなとこ見られたら……」

　高階が心配そうな顔をした。

「ん？　そんなんかまへん。見せつけてやったらええねん」

　栗栖は人混みに紛れて、ぴったりと高階に身体をくっつけ、焦る高階の顔を悪戯っぽく見上げた。

　栗栖のマンションに着くと、栗栖がキッチンに食料品を置く間に、高階はまず洗面所で手を洗っていた。

　栗栖は彼の背中に甘えて抱きついた。

「わ、栗栖さん……！」

　背中から手を回して、栗栖は高階と一緒に手を洗った。二十本の指が石けんでぬるぬる滑り、絡み合った。栗栖は高階の一本ずつ扱くように洗ってやった。高階はセクシャルな意味を持つそれにうっとりと目を瞑った。

　背中にクスクスと笑う息を感じて、高階が前面の鏡を見ると、脇から栗栖が顔を出していた。勢いよく水で泡を流すと、くっついたまま、栗栖はタオルで丁寧に高階の指を拭いてやった。

　そのまま、前の膨らみに触れ、服の上から形を撫でた。鏡に映る高階の顔が真っ赤に染まっている。

　ジッパーに指がかかると、高階は止めようとした。

「なんで……？　ええやん」

「鏡……」

「出したらあかん？」

　言いながら栗栖は、布越しに育ち始めている高階のそれの上を何度も上下に撫でている。

「……栗栖さん……」

　高階は身を翻して栗栖を抱きしめた。

「だって、今日はさせてあげられへんから……」

　耳元で栗栖が囁く。高階はその可愛いらしい様子が愛しくて、両腕にぎゅっと力を込めた。

「そんなん、気にしはらへんでもいいのに。僕は栗栖さんと逢えるんが嬉しいんやから」

　明日は早朝から検診のため、栗栖は「挿入なし」と宣言していたのだった。

　彼らは先に食欲を満たしにかかった。

　ほうれん草の白和えを食べながら、高階が話し始めた。

「栗栖さん、『キャロル・キャロル』って店、知ってはりますでしょ？」

「ああ、毎年検診に行ってる。高校生くらいの女の子がようけおる派手な店やな」

　栗栖は両手を舞わせてキラキラした感じを表した。

「まあ、これはもうマスコミ発表されてるから言うてもええと思うんやけど……顧客データが流出したんですわ」

「へえー。俺が検診に行った時には何も言うてはらへんかったから、最近のことなんやろなあ」

「ええ」

「ああ、そうか。俺らが検診に行ったから、久貝んとこ聞き込みに？」

　栗栖の問いに高階が頷いた。

「打ち合わせに行かはった時の様子が防犯カメラに映ってたんです」

「ふーん。そんな出入りの業者らもチェックされるもんなんやなぁ」

　栗栖は焼き鳥の串を外して、一つ高階の口元に運んだ。

「今度から防犯カメラ見たら、ピースサインしとこうっと」

「そんな人、いてはりますよ」

「やっぱりおるんや」

「関東では少ないらしいですけどね。僕らが仕事で観るビデオには、時々ありますよ」

「やっぱ、大阪なんかなあ」

　栗栖はケラケラと笑った。

「久貝さんって歯医者さんやのに、診療してはらへんのですってね」

「うん。あいつ、結構腕はええねんで。でもな、あんまり診療好きやないみたい。ビジネスの才覚の方があるかな。だから、検診会社は向いてると思う」

「歯医者さんって、みんな歯医者さんをやってはると思ってました」

「あ、そう？　医者にしろ歯医者にしろ、研究者も多いねんで。大学で基礎の研究やってるのもいるし、役所で水質検査とか細菌の検査とか環境に携わってるのもいる。……ほら、高階君の関係やったら、法医学、法歯学もそうやし、病理や解剖やってる人は医師や歯科医師免許持ってるやろ？　俺も警察協力医やで」

「そう言われればそうですねえ。それで、久貝さんとは……」

　高階は言いにくそうな顔をした。

「え？　久貝、何か疑われてんの？　あいつは何もしてへんで。せいぜい駐車違反やスピード違反くらいかなあ。ええ奴やで」

「いえ、あの……長いつきあいなんですか……？」

「ああ、あはは。何、もしかして、高階君、妬いてるんか？」

　高階は答えなかったが、耳が赤くなっていた。

「久貝、栗栖。出席番号が続いてたから、大学の六年間、何するにもペアやったんや。うちの大学は実習が多いからな。まあ、ソリの合わんペアもおったけど、俺らは結構仲良くやってた。性格は全然違うけど、ええ友達やな。……そうやな。こんな長い間の付き合いやし、あいつのことは好きやけど、一度も恋愛感情は持ったことないなあ……」

　栗栖は高階の手を取った。

「心配せんでも、大丈夫。俺は高階君のことが好きやから」

　にっこりと笑ってみせると、高階は頷いた。

　バスルームで睦み合い、リビングで休憩して、ベッドで絡み合った。

　栗栖は舌でねっとりと高階自身を舐め尽くした。

「……っ」

　声を漏らした高階に、栗栖は彼を銜えたまま、口の中で「感じる？」と尋ねた。

「ああっ……！」

　張りつめたそれは、もうあと少しの刺激で、というところでふいと温かな粘膜から放された。

「ん……はっ……」

　高階がどうして、という目で栗栖を見た。栗栖は起きあがって、高階の脚の間に後ろ向きに座った。栗栖の尻と高階の間に挟まれたそれは、新たな刺激を受けた。栗栖は高階の手を取って、自身を触らせた。

「あ……いい……っ……んっ」

　栗栖が顔だけ振り向いて微笑んだ。

「ごめんな、ほんまは……入れて……欲しいんやけど……仕事…ある…から」

「栗栖さん……可愛い……むっちゃかわいい」

　高階は栗栖の身体を自分の方に向かせて、大きな掌で二本のそれを一緒に扱いた。

　ふたりの腹の間に白濁がねっとりと広がった。

　栗栖は高階の胸に顔を埋めた。お互い荒い息で、鼓動が早い。栗栖は高階の乳首をぺろぺろと舐めて、笑った。

「早よ風呂入らな、子どもが出来てまう」

「そら、大変や！」

　高階は受けて、栗栖を抱えてバスルームへ走った。

　シャワーの下で十代の少年のようにいちゃいちゃと唇を重ねた。

　高階は栗栖に出会うまで、こんな甘い経験をしたことがなかったため、栗栖を心の底から愛おしみ愛撫を繰り返した。

　裸のままでソファで抱き合って、ふたりで少しうとうとと眠った。







「夜中の三時に検診開始やで？　どう思う？」

　深夜一時、車を走らせながら、栗栖は助手席の高階に言った。

「そんな時間に歯医者さんが検診してはるなんて、ちっとも知りませんでした」

「そやろ？　ほんま、あいつ、えらい仕事取って来よる。他の業者さんが手ぇ出さへんような細かいところまで営業かけるからなあ」

　栗栖のぼやきに高階が小さく笑った。

　黙って片手を伸ばして、栗栖は高階の手を握った。

　高階はその手をちゃんとハンドルに戻してやり、自分の手を重ねた。

　あたたかな沈黙が続いた。

　深夜の街はほとんどが点滅信号で車はすいすいと走り、あっという間に高階の寮近くまで着いた。

　百メートルほど手前で、高階は車を停めさせた。

「ごめんな。今度は朝まで一緒に居よな」

　栗栖がすまなさそうに言った。

「検診、頑張ってください」

「高階君も早よ寝てな。おやすみ」

　小さく手を振る高階に笑顔をみせて、栗栖はアクセルに足を乗せた。

「……俺、なにやってんだかな」

　思わず呟いた。

　付き合った男は何人もいるが、一年続いているのは高階だけだ。彼は童貞だっただけあって、別にセックスが上手いわけではない。身体の相性がもっと合った男は他にもいた。気のいい男も他にいた。利害関係が一致していた男もだ。このつきあいの長さは今の『仕事』のメリットだけだろうか……。

「ま、結局、好きってことなんやろな」

　栗栖は自己分析して、苦笑した。
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　一時間弱走って、隣県郊外の宅配会社の営業所に着いた。

　センターステーションになっているそこには、広大な敷地に大型コンテナトラックが次々と入って来ている。その間に挟まれるように栗栖の車が駐車場の端を目指した。

　何台ものコンテナが荷下ろしを始めている。ここは巨大な物流倉庫になっていて、ここから各地区の営業所へトラックが荷物を運び、さらに町の営業所から各家庭に荷物が配送されるのだ。

　事務所の脇に『オフィス久貝』のバンが停まっている。

　栗栖は白衣を持って、事務所に入った。

「おはようさん」

「おー、ご苦労さん。よろしく」

　久貝と藤田川がもう準備を始めていた。検診対象人数は多いが、深夜早朝のため、藤田川以外の衛生士は朝の部から来ることになっている。

　営業所の担当者らと挨拶を交わし、栗栖も白衣を羽織り、準備にかかった。

　野球場以上に広い物流倉庫の片隅に栗栖達は陣取った。

　夜明けすらまだまだなのに、ここで働く人々はきびきびと荷物を降ろし、機械を操作し、台車を押して小さなトラックに走る。

　そんな様子を見ながら、栗栖は従業員たちの検診を始めた。順番に来るのではなく、手の空いた者が走り込んで来る。

　じっとしているとひんやりとした空気が足元を包むが、働く人々は額に汗を光らせている。

「あー、ここ、奥歯が欠けてますよ。……でも、虫歯やないですね。ああ、そうか。重い荷物運ばはるから、食いしばることが多いんですねえ。できればお近くの歯医者さんへ行って、噛み合わせの調整してもらって下さい」

　栗栖は一人ひとり丁寧に診て、説明する。時には手鏡を持たせて口の中を見せたり、歯ブラシの持ち方から教えたりもする。

　藤田川もテキパキと歯石取りを続けている。検診だけの栗栖と違うので、彼女の仕事量は自然と多くなる。　栗栖は彼女の負担を考えて、自分でできる軽い除石はやるようにしていた。

　普通、歯科検診は軽視されがちで、あまり人が集まらないことも多いのだが、藤田川がいるだけで話が違ってくる。美人の衛生士が朝の三時四時から口の掃除をしてくれるのだ。荷物運びもそこそこに駆けつけてくる男性社員が何人もいる。

　久貝も横のデスクで事務処理をしている。栗栖が手書きで渡す検診結果を、パソコンに入力していくのだ。

「先生らもこんな時間から大変ですねえ」

　年輩の男性から労われることもあり、かえって皆で恐縮したりもする。

　ふらりと一人の男がやって来た。

「おはようございます」と、愛想良く栗栖が言っても無言でどさりと簡易チェアに座った。

「拝見します」

　栗栖は口の中を見た途端、男の態度に納得した。まだ三十八歳なのに歯周病でほとんど歯が残っておらず、残っている歯も虫歯で崩壊していた。

　とろんと充血して濁った目と青白い頬のこけた顔。さらに他の従業員はほとんどが半袖か腕まくりなのに、一人だけ長袖の袖ボタンをきっちり留めている。

　栗栖は目で久貝に合図した。

　久貝は男の問診票をチェックした。

「このお口で荷物の整理は大変でしょう。ごはんも食べにくいでしょう？　できれば根っこを直して入れ歯をいれはったほうがいいですよ」

　栗栖はそうアドバイスして男を帰した。

「ここは大手やから、アレ覚醒剤はないと思ってたけど、おるもんやな」

　久貝が入力しながら言うと、栗栖はため息をついた。

「大手とか関係ないんちゃう？　人数多いから余計やわ。この頃はもうどこにでもいると思った方がええなあ。あの腕の隠し方も不自然やのに、誰も注意してないし」

　藤田川があくびをしながら話に加わった。

「二人前に来はった人もやってるかも知れへんわ。鼻の粘膜が異様に赤かったもん」

「そのうち、捕まりよるやろ」

　我関せず、といった風に栗栖が言うと、久貝が「まあね」と肩を竦めた。







　栗栖は、普段見ることのない作業場に来るのが好きだ。珍しいコンベア、行き交い、操られるコンテナやフォークリフト、無数にも思える荷物が見事な連携で分別されていく様子はいつまで見ていても飽きない。

　ゆっくりと明けてゆく空を眺めながら、朝八時まで検診を続ける。

　九時から別の歯科医師と衛生士が来て、交代する。

　七時前になると、小型のトラックがどんどん出て行くのと同時に、山のようにあった荷物がなくなり、ただでさえ巨大なスペースが、さらに大きく感じられた。　もう受診に来る人も少なくなってきたので、栗栖は手洗いに立った。

　一番奥の小便器で用を足していると、背後の個室で物音がした。

　特に気にせず、ファスナーを上げていると、突然、後ろから身体を掴まれた。

「うわっ！」

　同時に膝蹴りをくらわされ、体勢を崩すと、奥の個室に引き込まれた。　

　強い力で掴まれた上に背後から首を絞められ、声が出なかった。息苦しさで自分の顔が紅潮していくのが分かる。何とか離れようともがいても、相手の力の方が圧倒的に強かった。

　首に巻き付いた腕が布で覆われているのに気が付いた。

　長袖だ。

「さっきのヤク中か……」

　早まる鼓動の中で身体は言うことを聞かなくなってきたが、頭だけは働いた。

　尻に硬い物が当たる。

　栗栖は蓋を閉めた洋式便座に前のめりに倒れた。スラックスを落とされ、腰を抱え上げられた。

　男は耳元で荒く息をついている。歯周病特有の匂いがした。吐き気がして、身体が二つ折りになると、自然に尻を突き出す形となった。

「…………どや、感じるやろ」

　男は笑いを含んだ息だけで、囁いた。

　無性に腹が立った。

　後ろに男の怒張を感じて、栗栖は顔だけ男の方に向いた。

「ええやろ……？」

　血走った目でニヤニヤしている男に、誘惑するような媚びた顔をして見せた。

　男はますます調子に乗って腰を振っている。口からは涎が流れている。

　先ほど首を絞められたせいで、体中の酸素が足りない。いま、自分の身体の状態で、抵抗できるのは一瞬だけだ。栗栖はそう判断して、不意をついて思い切り身体を捩り、男のオトガイ部に拳を突き上げた。

　ドアに背中を打ち付けた男の目がさまよった。

　その隙に鍵を開けると、男は後ろ向きに倒れた。そうなってもまだ元気な性器が赤黒く跳ねている。栗栖は脇から抜けて男のこめかみを殴りつけた。

　よろめきながら検診場所に戻る途中で、久貝がやって来た。

「栗！」

　久貝は眉をひそめ、走って栗栖を支えた。

「……キュウ……」

　ただならぬ様子を察し、久貝は脇の事務所に彼を運んだ。

　事務所には所長と事務員が一人だけいた。

　所長室のソファを借りて、栗栖を寝かせた。

「栗……どうしたんや」

「さっきのヤク中に……」

　所長と事務員が顔を見合わせた。

「先生……！　すぐ警察に！」

「……いや……あの男、いまもトイレに転がってるはずですわ。そちらで処分してください。……薬のことが知れたら、ここの営業所全体も大変なことになる……。俺は男やから……平気や……」

　所長は事務員を見に行かせた。

　栗栖は久貝を見た。久貝は頷き、あとの言葉を引き継いだ。

「所長さん、あなたの責任問題にもなるし、顧客の信用も落ちることになります。悪い芽はそちらで摘んでください。男に乱暴されたというのは、この先生の仕事にも関わってきます。この先生はもう今日は引き上げますが、九時からの部は続けます。……よろしくお願いいたします」

　久貝は頭を下げずに頼んだ。

　事務員が戻ってきた。

「所長、どうしはります？　涎垂らして笑ってますねん。僕一人では運べませんわ」

「よっしゃ、今行く。久貝さん……こちらこそよろしくお願いいたします」

　深々と腰を折って、所長は走り出した。

　ぐったりと目を瞑って、大きく何度も息をつく栗栖を久貝が心配そうに見た。

「栗、大丈夫か」

「……あかん……死ぬかと思った……」

　栗栖はそう言って手を伸ばした。久貝が近寄ると、彼が抱きついた。

「……栗……」

「ほんまに死ぬかと思った……」

　久貝は栗栖の背を撫でた。

「白衣、気持ち悪い……」

「ボタン外したろか？」

　栗栖が少し身体を緩めたので、久貝はケーシーを脱がしてやった。

「ふ……あかん……情けねえ」

「首、赤くなってる」

「二の腕で思いっきり締めやがった。手だったらマジで窒息してたかも……くそっ」

「……栗、大丈夫か」

「生きてる」

　力無く笑って、もう一度久貝に抱きついた。

　震えているのが伝わってくる。久貝は何も言わず優しく包んでやった。

　栗栖は高階に逢いたかった。彼の顔を見たいと思った。

　突然、言いようのない恐怖を覚えた。自分の中でその原因を探った。そして、気が付いた。

　高階を愛している。

　この震えは戦慄だ。

　殺されていたかも知れないという恐怖よりも、愛を確信したことの方が怖かった。

「……女やなくて悪いな」

　栗栖がやっと口を開いた。

　冗談が言えるようなら大丈夫だろうと久貝は判断した。

「こっちこそ、高階君やのうて悪いな」

「……あほ」

「栗、ほんまに警察、ええんか？　さっきはお前が断れ、いう顔してたから所長にああ言うたけど」

「かまへん。俺ら、妙に取り調べ受けて、ボロが出たら困るんは、こっちや」

　栗栖は横に置いた白衣のポケットからホルダーを出して、久貝に渡した。中に職員のＩＤカードが入っている。

「栗、これ……？」

「そう。さっきの奴のん。タダでやられるかいな。腹立つ。これで仕返しじゃ」

　栗栖は所長のデスクのパソコンを示した。

「アクセス日時と端末の番号くらい変えたる。キュウ、お前のノート、取って来てくれ」

　かなり無理をして、栗栖は笑顔を作った。

　久貝はすぐに戻ってきた。

「藤田川さんにあと頼んできた。時間稼ぎもしてくれる。所長もしばらくここには入らへんように釘さしてきた」

「おっしゃ」

　栗栖は久貝のノートパソコンを所長のデスクトップに繋ぎ、ＩＤでログインした。

「何すんの？」

　久貝が言うと、栗栖は片眉だけひょいと上げた。

「見てろって。大阪全体の物流取引の顧客データ、一ヶ月分。いくらになるやろな」

「栗……？」

「犯人もちゃんとおるしな」

「うっわ、悪人」

「どっちがやねん」

「俺らの取り分は、顧客データ。バカで間抜けな野郎には、もっとアホくさいもんくれてやる」
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「逢われへん……ってどういうことですか！」

　電話の向こうで高階が悲痛な声を出している。

「いや、ちょっと。うーん……」

　栗栖が珍しく口ごもっている。

「栗栖さん！」

「いや、あのな……実は針刺し事故おこしてしもたんやわ」

「針刺し事故？」

「ＨＩＶ陽性の患者さんがいてはってな。気をつけてたんやけど、うっかり注射針片づける時にプツッとやってしもたんやわ。もちろんグローブはしてたんやけど」

「……大丈夫なんですか」

「うん、多分な。でも、一応、二ヶ月間は性的な接触はやめた方がいい」

「顔だけ見るのもあかんのですか。飯食うだけとか」

「そら、かまへんよ」

「じゃ、問題なし！」

「高階君こそ、大丈夫か？」

「何がです？」

「俺、ウイルス感染してるかもしれへんねんで？」

　潔癖性の高階には通常なら耐えられない知らせだった。

「…………」

「な？　気持ち悪いやろ？」

「大丈夫です。絶対に大丈夫。もし、それで栗栖さんが病気になってても、僕は平気です。とにかく逢いたいです。そんなん聞いたら余計に心配ですやん！」

　栗栖は、まさかヤク中の男に強姦されたなどとは言えなかった。あの男がＨＩＶ感染していないとも限らない。男は射精まではしなかったが、栗栖が身体に傷を負ったのは確かだった。







　それでも栗栖が高階に逢ったのは、三週間が過ぎてからだった。

　高階は一刻も早く逢いたかったのだが、追いかけていた仕事が急展開していた。

　いつもの書店で、高階は緊張して待っていた。毎日電話は欠かさなかったが、逢うとなればやはり嬉しい。

　栗栖は時間通りにやって来た。

「よっ、お疲れさん」

「こんばんは」

「飯、どうする？　どっか行く？　デパ地下にする？」

　最近はずっと、迷わずデパートに向かっていた。それが当たり前になっていた。なのに、栗栖のこの質問はどうしたことだろう……。高階は一瞬考えているうちに、答えるタイミングがずれてしまった。

「あ、やっぱ、どっか店に行こか」

　栗栖は一人で合点して、先に歩き始めた。高階は焦って、急ぎ足で横に並んだ。

「栗栖さん……！　デパート行きましょう」

「無理せんでもいいんやで？」

「え？　無理……って」

「平気なんやったら、ええんやけど」

　ちらりと高階を見上げた。

　結局、いつものようにデパートで買い物をし、栗栖のマンションに落ち着いた。

　普段なら、まずしつこいくらいに手を洗ってからでないと次の行動に移れない高階は、玄関を入るなり、栗栖を抱き寄せた。

「栗栖さん、痩せはった」

「そうか？」

　栗栖はとぼけてみたが、身体を高階の胸から離すことが出来なかった。この温かみがずっと欲しかった。

「栗栖さん？」

「……ありがとう」

「何がですか」

「なんでもない」

　栗栖は「好きだ」と言いかけてやめた。言ってしまうと全てが終わりになりそうな気がした。

　食事をしながら高階は陽気に話し続けていた。

「……でね、情報売買で捕まった男がいるんですけど、そいつ、ものすごいケチな横領もやってたんですよ。おまけに覚醒剤」

「へえー。盛りだくさんやなあ。どんなん？」

　栗栖は興味ありそうな顔をした。

「勤め先の……って宅配の会社なんですけど、そこの伝票の写しを業者に売ろうとしてたんですよ。業者の方からのタレコミだったんですけどね」

「そんなんも情報流出ってのになるんかいな」

「本人は価値があると思ってたんでしょうね。勤め先でも配送物の中に商品券とかあるでしょ、あれを盗ってたらしくて。同僚との暴力沙汰もあったようだし、覚醒剤も……イモヅル式に出てくること」

「面白いもんやねえ」

　リビングに移動して、ソファで並んでサッカーを観ているうちに、高階がうとうとし始めた。

　ソファの端から足を長々とはみ出させて、栗栖の膝枕で横になった。少し伸びた髪に栗栖がそっと指を入れ、ゆるりと撫でると、高階は笑みを浮かべた。

　幸せだ、と思った。







　栗栖が診療をしていると、久貝が顔を出した。

「あ、オペ中？」

「うん、嚢胞摘出。すまん、ちょっとそこの標本ビン取って」

　久貝が蓋を開けて差し出すと、栗栖は摘出した組織をシャーレの生理食塩水ですすいでからビンに入れた。

「組織検査、ちゃんと出してるんや」

「当たり前やん。ねえ？」

　栗栖は患者に優しく笑いかけた。といっても帽子とマスクとゴーグルをつけているので、目の表情が少し分かるだけだ。それでも患者は安心したように小さく頷いた。

　そのあと一人の患者を治療して、栗栖が院長室に戻ると、久貝がバッグから金の入った紙袋を出した。

「サンキュ」

　それだけ言って、栗栖はそれをデスクの引き出しに無造作にしまった。

「それと、これ。『アルファ』のん。解析頼むわ」

　久貝は小型のノートパソコンを渡した。

「了解。うまいこといけたんやな」

「うん、助かった。それはそうと、あのおっさん、捕まったで」

「知ってる。聞いた」

「早いな」

　久貝はクスクス笑った。

「俺はさあ、知人に伝票売りに来たのがいる、ってタレコミ頼んだだけなんや」

「その割になんや増えてた気がするけど？」

「それや。検診のあと、あの所長にもし警察に言うんやったら、別件で上がるようにしてや、って、こそっと言うといたんや。ほんなら、聞いたか？　事務所の金がなくなっただの商品券の紛失だのあれこれくっつけよった」

「体のええ掃除やな」

「おまけにクスリや。なんぼ本人が知らん、言うても、あかんわなあ」

　おかしそうに言う久貝につられて、栗栖も笑った。

「栗が笑うてくれて、よかった」

「あほ、気にしすぎや」

「きっと検査、陰性やで」

「……うん、多分な」

　そこへ、ノックの音がした。

「コーヒー入りましたけど、お持ちしましょうか？」

　ドアの外で藤田川が言った。

「あ、いや、そっち行くわ」

　久貝は技工室に出て、藤田川にも封筒を渡した。

「ありがとうございます」

「今度はどこ行くの」

　藤田川は旅行が趣味で、『仕事』で稼いだ金で世界中あちこち回っている。

「さあ……オーロラ見たいかなあ？」

「ええよ。一ヶ月くらいなら休んでも」

　栗栖は鷹揚に言った。

「あらら、いいんですか？　ありがとうございます」

　藤田川は魅力的な笑顔を見せた。

「少し……休もうや、俺ら」















11




「がーっ！　また出よった！」

　ハイテク犯罪対策室では津村が唸っていた。

　高階を呼ぶと、技術支援班からのデータを見せた。

「『ワイド・アルファ』社……医療機器のメーカーですか」

「病院で使った製品の患者ごとのデータがごっそりいかれとる。患者の名前、性別、年齢、病名と使った製品」

「あちゃー。内部ですかね」

「うーん……会社の情報部でも徹底的に調べて、外部からの不正アクセスはなかったとは報告されてる」

　高階は資料をパラパラとめくった。

「データ取り扱いのフロアには守衛が出入りと荷物のチェック、社員個人の携帯電話以外のモバイルツールは持ち込み厳禁……」

「メディアなど持ち出そうものなら大目玉、や」

「マシンへのアクセス権設定もしてはるし。……ふーん……データの暗号化もしてはる」

「そや、そこや。その暗号を解いてる奴がおるんや」

「これは市販の暗号化ソフトやないんですね？」

　津村が頷いたので、高階はぞくりとした。

　ＳＥ達が独自で組んだプログラムにはそれぞれの特徴がある。外部の者がおいそれとは解読できないようにプライドをかけてプロテクトをかけている。

　このところ担当している事件のほとんどに共通しているのは、暗号化されたデータが解読されているということだ。

　普通、盗み出されたデータはそのまま取引の場に持ち込まれることが多い。盗まれたということだけで充分、企業のダメージになる。ハッカーも同じだ。たまに自分のスキルを見せつけるために複雑な仕掛けをしてくる者もいるにはいるが、今回の場合は何かが違う。それは津村も感じているようだった。現場にいる者の微妙な肌触りだった。

「表に出て強請って来てる奴なんざ、雑魚や。……裏におる奴が俺らの相手や」

　津村は呟いた。







　津村や高階達のチームは今まで以上に本腰を入れて捜査を進めていった。

「社員以外で出入りした者のリスト、来たか？」

「はい、ここに」

「……四月は挨拶回りか？　なんや、この無防備さは！　ごーっちゃごーっちゃと人間が動いとるやん。どこのセキュリティがしっかりしてるってぇ？」

　津村が苦い顔をした。

「……内科検診と歯科検診も入ってますね。業者は内科が『健康管理会検診センター』、歯科は……『デンタルオフィス久貝』ですね」

　チームの若手で高階より三歳下の松木が言った。

「どっちも聞いたな……」

　津村が反応した。松木は続けた。

「『健康管理会』の方は、『ミスギ』『スムージー』『寺川化学』『キャロル・キャロル』にも行ってますね。歯科の方は『キャロル・キャロル』も重なってます。パソコンの納入業者も重なってるところがありますね」

『ミスギ』『スムージー』『寺川化学』『キャロル・キャロル』も情報が流出した会社だ。

「ああ……歯科の久貝さんは確か『キャロル』んときに会うたな。」

「『健康管理会』は、ようバス見ますね。検診車、言うんですかねえ、ほら、あのレントゲン撮るバスみたいなん」

「ああ、あれね」

　高階はリストの中に栗栖の名前を見つけ、少し頬が緩んだ。

「あれぇ……栗栖直樹……ってどっかで聞いたなあ」

　横から覗き込んでいた松木が首を捻っている。

「松ちゃん、この人、歯医者さんやで」

　高階が言うと、松木はまだ考えている。

「うーん……どこやったかな……珍しい苗字やからどっかで見たんやろけど……下の名前が違うかったかもしれへん……。ああ！　この人、なんかのコンテストで入賞してはったんや。そやそや。僕、この字が読めなくて、これで栗栖いう字を覚えたんですわ」

「なんや、そんなことかいな。しょうもな」

　松木の頭を軽くはたいて、津村が煙草を吸いに廊下へ出た。

　他ならぬ栗栖の事だ。高階は気になった。

「何のコンテストや？」

「ええと……僕がまだ中学生やったときの懸賞のゲームコンテストやったと思います」

「ゲーム？」

「僕、そのころもうパソコン好きで、その手の雑誌、良う立ち読みしてたんですわ」

「ふーん」

　栗栖はパソコンが苦手なはずだが、ゲームはするのだろうか……。高階は少し引っかかりを覚えた。







　高階が携帯電話の留守メッセージに気づいたのは、昼休みだった。

「ＨＩＶ陰性でした」

　それだけが入っていた。廊下の隅で高階は栗栖に電話をかけた。

「栗栖さん！　よかったですね」

「うん、ありがと。……逢える？」

「もちろん！　お祝いしましょう！　今夜でもどうですか」

「診療、八時までかかるから、九時くらいになるけど。他の日ぃにしよか」

「嫌です」高階は笑って言った。「今夜がいいです。僕が買い物しておきますから」

「あー、じゃあ、頑張って八時四十五分には都島に着くようにするわ。駅で待っててくれる？」

　逢うまでに八時間はある。高階は昼食を切り上げて仕事に打ち込んだ。
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「……明日、寝不足になるよ？」

「大丈夫……です……」

　食事もそこそこに貪るように二人は交わった。

「……んっ……ああっ……」

　高階の張り詰めた鈴口を栗栖がちろりと舐めると、高階は思わず声を漏らした。

「出そう？」

　根本をきっちりと握っているくせに、栗栖は尋ねる。

　高階は大きく息を吐きながら我慢している。

　指にどくどくと高階の脈を感じて、彼の限界ギリギリまで先端とくびれを舌と口唇で丁寧に乱暴に刺激した。

「く……くりす……さんっ……！」

　かすれた叫びを高階が上げた。

　栗栖はやっと締め付けていた指の力を抜いた。途端に、勢いよく二回、三回と高階は放った。栗栖の顎から胸にかけて、どろりと白濁が滴った。

　二人でゆっくりと風呂に浸かり、言葉を交わさず幾度もキスを繰り返した。

　ビールで喉を潤して、一息ついていると、高階がいきなりソファに栗栖を押し倒した。

　大きく脚を開かせて、中心部に顔を埋めた。先ほど栗栖にされた以上に時間をかけて、彼を上り詰めさせる。

「っ……！　……はぁっ……」

　同時に指で優しく後ろをほぐされ、栗栖はうっすらと涙を浮かべてよがった。

「………すごくいい……………」

　高階は深く浅く栗栖を突き上げ、栗栖はその度に大きく喘いだ。

　ふたりで頂点に達すると、高階は泣きそうな顔で栗栖に抱きついた。

「どうしたんや？」

「好きで……好きで、どうしようもないくらい好きです……」

　高階は力いっぱい栗栖を抱きしめた。

「……うん」

　泡だらけになってシャワーを浴びて、またふたりでベッドにもぐりこんだ。

　栗栖の短い髪を撫でながら、高階は言葉を探していた。

「……高階君、さっきからどうしたん？」

　栗栖が聞いた。

「おかしいですか？」

「うん。……セックスするの、嫌やったか？　感染のこと、怖いんか？」

「違います。栗栖さんとこうやってんの、すごい幸せやし……えっちも……その……すごくよかったし」

　高階は戸惑ったように言った。

「……」

「高階君？」

　栗栖は少し顔を上げて、高階を見た。

　大きく息をついて、高階は起きあがった。栗栖も一緒にベッドに座った。

「……聞いてもいいですか……？　栗栖さん、コンピュータ・ゲームお好きなんですか？」

「ん？」

「栗栖さん、本当はコンピュータに詳しいんやないですか？」

「どういうこと？」

　栗栖は不思議そうな顔をした。

「……あの……、今日、同僚が栗栖さんの名前を見て、知ってる、って……。昔、コンテストで入賞した人やって」

「どのコンテストやろ？　俺ってほら、器用やからさあ、写真やらクラフトデザイン展やらで何度か入賞したことあるよ。出したらそれなりに佳作だの優秀賞くらいはハズレなしに貰ってるからなあ」

「いえ、パソコンソフトのプログラミングコンテストです」

「さあ……そんなのも貰ったかなあ……。中学か高校くらいの時に貰ったかも」

　栗栖は飄々と笑って高階の表情を確認した。おそらく彼は既に栗栖が昔からパソコンに精通していることを調べたのだろうと感じた。

「栗栖さん……」

「だって、ＢＡＳＩＣの時代やで？　ＤＯＳがメインになって、ウィンドウズになってからは、付いていかれへん。俺も大学入ってマックに移行したから、もうプログラムなんて全然分からへんもん」

「本当に？」

「もしかして、俺が高階君にパソコン苦手、って言うたん、信用されてない？」

「いえ……」

「まあ、そうやな……昔は結構好きやった。シューティングゲームくらいはプログラム出来た。でも、今はもう、ほんまに分からへんからなあ。それこそ、高階君はプロ中のプロやん。パソコンの達人の高階君にそんなん言うのん、恥ずかしいやん」

「すみません、変なこと聞いて……」

　高階はぺこりと頭を下げた。

「ええよ。俺が格好悪いのん恥ずかしくて黙ってたんが悪いんやから。こっちこそ、ごめんな。……なあ、それって、高階君が担当してる事件と関係あるのん？」

「そういう訳やないんですけど」高階は刑事の顔で続けた。「ちょっとでも気になることがあったら調べるのが僕の仕事です。いくらプライベートで親しい間柄や言うても、それはきちんとせなあかんと思ってます……気ぃ悪うせんといて下さい」

「せえへんよ。大事なことや。ちゃんと聞いてくれてよかった」

　栗栖は真面目ぶって答えた。

　実のところ、高階は今日の午後いっぱいを図書館と古本屋で過ごしたのだった。同僚の松木が言った事がずっと引っかかり続けていた。だから、とうに廃刊になったマイナー雑誌を探しまわった。東京の民間の雑誌専門図書館にも問い合わせをして調べた。

　栗栖は彼の中学高校時代にプログラミングコンテストで何度か入賞していた。確かに、まだＢＡＳＩＣ時代のプログラムだったのだから、本人が言う通りなのだろう……。

「俺の疑いは晴れた？」

　栗栖が聞くと、高階はぴしゃりと言った。

「まだです」

「え？」

「やっぱり、こういうことは身体に聞いてみないと」

　言うなり、高階は栗栖を押し倒した。







　診療前、栗栖はコーヒーを飲みながら、久貝に一応の報告をした。

「あっぶねー！　高階君、結構鼻が利くんやん」

　朝っぱらから電話の向こうで久貝が叫んでいる。

　栗栖は笑いながら返した。

「そやろ？　頭ええんや」

「ボケ！　何のろけとんねん！」

「わかってるって」

　栗栖も久貝も真剣に話し始めた。

「危険やん。栗、悪いこと言わんから、別れろ。潮時や」

「まだ、大丈夫……やと思う」

「まだぁ？　ぬるいことぬかすな」

「うーん……高階君が色ボケの間は大丈夫、ってこと」

「目ぇ、曇っとんのか」

「多分ね。あれ、まともに動かれたら、ちょっと怖いかな」

「ちゃうやろ。お前があいつをよう放さんのやろ」

　久貝の言葉に栗栖はコーヒーカップを静かに置いた。

「さあ、どやろな」

「ま、お前だけは絶対に捕まらないようにしてある。安心せえや」

「……ふん。とにかく、俺は辿られるような痕跡は残ドンくさいマネしてへん。お前こそ、気ぃつけろや。キュウがおらんかったら、つまらんやん」

「高階君に聞かせたい台詞やなあ」

「あほ」
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　二ヶ月後、高階の所属するハイテク犯罪対策室は慌ただしくなった。追っていた情報漏洩に関して、あるウェブサイトの掲示板に書き込みがあったのだ。それには犯人しか知り得ないキイワードも含まれており、犯行声明とも取れる内容だった。

　情報収集に明け暮れている技術班は既にログを抑えており、発信先を突き止めるべく動いていた。

「……海外のサーバをいくつか経由してます。もしかすると、書き込み自体、海外からかもしれません」

「犯人が海外におるんか、または協力者が書き込んだんか……どっちやろな」

　高階たちも振り回されることになった。

「栗栖さん……今日は帰れそうにないんです」

　夜の診療が終わって、栗栖が診療室の掃除をしていると、高階から電話があった。毎日のラブコールだ。

「そうかぁ、お疲れやなあ。大丈夫か？　声に元気がないで。ちゃんと食べた？」

「ええ、平気です。あー、栗栖さんの声聞いたら元気出てきましたわ。明日は研修会なんで、今夜中に片づけられるところまで頑張ります！」

「元気出たんやったら、よかった。俺も明日は学会の地方会なんや。また、逢おな」

　衛生士の藤田川が旅行中のため、栗栖は一人で診療室の掃除を続けた。







　高階の言う研修会は、企業主催のセキュリティ講習で新しいバイオメトリクス認証のセミナーだった。各企業、自治体だけでなく、警察からも参加者が多い。

　指紋、声紋、虹彩やサイン、また顔の形状、静脈パターンなどを取り入れたり、または組み合わせたりした最新のセキュリティシステムに関しての講義が朝から続いていた。トピックスは顔認証システムで、どの参加者も熱心に聞き入っていた。

　高階はハイテク犯罪対策室技術支援班の奥村と一緒に参加していた。

　昼休みに窓辺でコーヒーを飲んでいると、講義室の隅で笑い声が上がった。

「あれ……？」

「どしたんですか？」

　奥村が高階の視線を追って、くすりと笑った。

「日本橋あたりにいそうですねぇ」

　そこには、東京なら「秋葉系」と呼ばれるであろう男達が盛んに情報交換していた。

　ぴっしりとスーツを着こなした受講者がほとんどのなか、サイズからデザインから、スーツを着慣れていないことが丸分かりの集団だ。中には汚れたスポーツスニーカーの者もいる。

　高階の目を惹いたのは、その中の一人だった。肩までの無造作なスタイルの茶髪、分厚いセルフレームのメガネには少し色が入っている。彼も一応スーツ姿だが猫背気味の上、皺が寄っている。

「なんか、どっかで見た気がしたんやけど……誰かに似てるんかなあ……思い出されへん」

「オタクな人たちやから、パソコンショップとかで見かけてはるんちゃいますかあ？　手配犯やないですよね……？」

「それはないと思うんやけど。それやったら奥村さんも分かるでしょう」

「わっかりませーん。だって僕は捜査で外に出えへんもん。ある意味、あの人らと同じオタクですもん」

　奥村はへへっと笑った。高階はほんの少し男を見ていたが、また奥村と話し始めた。

　男は色眼鏡の端から高階の動向を窺っていたが、彼が連れの男性とコーヒーを飲んでいるのを見て、胸をなで下ろした。人間はある程度の姿形は変えられても、耳の形までは変えられない。このエクステンションは正解だった。眉の形も耳の形もわかりにくくなって、このオタク集団に混ざっていても自分でも何ら違和感がない。

　栗栖はそのままこの男達の間でひっそりと講義を受けた。

　講義修了後も喫茶店でマニアックなオタク話に付き合って、高階が帰るのを確認してから、自分も帰途についた。







「今日、栗栖さんに似た感じの人、見ましたよー！」

　夜の電話で高階は開口一番こう言った。

「へえ。どこで？」

「研修会で！　見た目は全然違うすごいオタクっぽいんですけど、発してるオーラっていうか、なんか……何て言うんかなあ、ほんの一瞬だけ、見間違えたかと思いました」

「ふぅん、自分に似た人って三人はおるっていうからなあ。俺も見てみたいわ」

「あの……見ない方がいいです。ビックリしはるから」

　高階はクスクスと笑って言った。

「もし、その男が声かけてきたら、どうする？」

「え？」

「高階君、付いていく？」

「そんなあ。付いて行ったりしませんよぉ」

「せやかて、俺にそっくりなんやろ？」

「ちょっと似てるかな、と思っただけですやん」

　高階はあわてて弁解した。

「そうかぁ？」疑わしそうな声を出して栗栖は続けた。

「俺、高階君に浮気されるんや……悲しいなあ」

「そんなことしませんて！」

「……今すぐ逢いたいなあ……」

「栗栖さん、もしかして妬いてはるんですか」

　高階は胸が熱くなった。

「キスしたい……高階君と」

　耳に押し当てた携帯電話から、囁くような栗栖の声が響いた。高階は顔が赤くなるのを自覚した。

「栗栖さん……」

「高階君の唇に触りたい。ネクタイほどいて、シャツのボタンはずして、乳首舐めたい」

　栗栖は囁き続ける。

「……あかん……まだ、職場なんです……」

「いやや。ほら、もう乳首立ってきた」

　栗栖はぴちゃぴちゃと音をたてた。その音が高階の耳を直撃する。

「わ！　ほんまにあきませんって」

「高階君、トイレに行って個室に入り」

　栗栖は命令した。

「ちょ、ちょっと待っててください」

　高階は真っ赤な顔でトイレに駆け込んだ。もちろん、もう前が大きくなりかけている。

　ドアの閉まる音と高階の吐息が聞こえた。

「ベルト、外してもええ？　……な？　もう硬くなって来てるやろ？」

　艶やかな笑いを含んだ声だ。栗栖はその通りになっている自分が恥ずかしかった。しかもここは職場のトイレだ。

　言葉を発しかけた高階に栗栖は「しーっ」と言った。「声、出したらあかんで。そこ、仕事場やろ……黙って……ああ、ほら、また大きくなった……」

「……っ」

　高階は自身を取り出して扱き始めた。

「いま、先の方、舐めてる……カリんとこ……下がって……高階君、気持ちええやろ……」

　相手には見えないのに、高階は一人で頷いた。

「ほら、玉んとこも……あっ、先走りがもう出てきた……手でやってあげるな……ちょっと早くするで……」

「んっ……は…っ…………」

　高階の息が上がってきている。

「高階君の音、聞かせて」

　栗栖の命令に高階は片手で扱きながら、片手で携帯電話を近づけた。ちゅくちゅくと水分を含んだ音がする。

「早く……強く……もっと」

「……ああっ！」

　高階が達した。大きく息をついているのが分かる。

「…………」

　ペーパーの音が聞こえる。きっと高階は真っ赤になって処理をしているのだろう。

「職場でひとりえっち。良かった？」

「今度ゆっくりお返しします」

　息を整えながら高階が言った。

　パソコンの画面を見たまま、栗栖はのんびりと笑ってビールを飲んだ。

　掲示板への書き込みを捜査していたハイテク犯罪対策室にデータが届いた。

　早速、松下が読み上げた。

「発信元はテキサスのＰＣバンですね」

「……コリアン系か！　なんぼでも日本人が紛れられるやんけ」

　津村が苦そうに禁煙用のパイプをくわえている。

「日本におって書き込んどんのと違う訳やろ？　わざわざアメリカからか。ふざけとんな！　ほんまに！」

「あるいは、アメリカにいる誰かに頼んでいるか、ですね」

　そこへ高階が戻ってきた。

「えらい長い休憩やのお」津村が言いかけて、顔を見て声色を変えた。「なんや、しんどいんか」

「え？　あ、いや、ちょっと腹具合が」

　気の済むまで手を洗っていたために時間を食ってしまった高階は、ばつが悪そうに話に加わった。













14




　ネット社会の弊害か、ハイテク犯罪対策室は常に何件も事件を抱えている。

　そのうちの一つで、ある企業の社員がＩＤを偽造して内部サーバにアクセスし、顧客情報を流したものがある。高階がずっと担当しており、不正アクセスの立証をしていたのがうまくいき、犯人逮捕となった。

「お手柄やん！　高階君が優秀で俺も嬉しいわ」

　診療室で電話を受けた栗栖は、一緒になって喜んだ。

「いや……そんなあ」と高階はさかんに照れているが、栗栖が喜んでくれるのが嬉しかった。

「ほな、今度、お祝いやな！　一泊旅行でもしよか」

「えっ！　ええっ！　わあ……！」

　高階は飛び上がりそうになった。

「……一泊旅行ってどこやぁー？　近場でええところ紹介するで」

　電話を切った栗栖をからかうように久貝が言った。

「あほ。キュウに任せたら、えらいことになる」

「なんでぇさ。豪華な部屋で美味い料理か？　人里離れた温泉でしっぽりか？」

「それ、女連れコースやろ。放っといてくれ」

「ええやんか。高階君へのご褒美やん」

　久貝はニヤニヤしている。旅行から帰ってきた藤田川がコーヒーを出した。

「はい、どうぞ」

「ありがとう。藤田川さん、オーロラツアー、良かったか？」

「んもう、ものすごーい綺麗でした。寒かったけど、あんなに美しいものを見られるんやったら、耐えられますわ」

「お買い物は」

「ふふふ、もちろん。あ、先生にもお土産」

　藤田川は小さな箱を久貝に渡した。

「開けてええ？」言うなり久貝は包装を解いた。

「うおー！　アンティーク・ロレックス！」

「お気に召しました？」

「ありがとうございます」

　改まった口調で久貝は頭を下げた。

「いぃえぇ。ボーナスたっぷり頂いてますから、せめてものお礼です」

「そういえば、このアホンダラが危ない橋渡らせたんやって？」

　久貝は栗栖を指した。

「アホンダラって何やねんな。俺は、せーっかく高階君のお手柄にしてあげようと思ってたのに、ぜーんぜん気ぃ付かへんのやもんなあ」　

「あれやったら、私でも気ぃつきませんって」

　藤田川が困り顔で笑った。

「なんでー？　ものごっつい愛情たっぷりの暗号やったのにぃ」

　不機嫌そうに栗栖がコーヒーを啜った。

「あららん？　私はわざわざテキサスまで行って、ちゃーんと熱ーい愛を込めて書き込みましたよ」

「……栗も藤田川ちゃんもやめてくれー」

　久貝が腕にはめたロレックスを眺めながら言った。

「だいたい、栗の愛情表現がおかしいんや。屈折してる」

「ええー、そうかなあ。こぉんなに分かりやすいのになあ」

「ほんま、頼むわ。ちょっと休んだら、また『仕事』するんやから。大人しくしといてくれや」

　懇願する久貝に、栗栖はそっぽを向いて、それでも頷いた。
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「うわ、うまい！」

　大きな鉄板の上で新鮮なエビや魚が焼かれていく。あらかじめシェフに頼んであるので、野菜類もしっかり火を通してくれている。

　目の前で調理されているので、潔癖性の高階も安心して食べられる。

　ご機嫌な様子で食が進んでいる高階を見て、栗栖は自然と笑みが浮かんだ。

「よかった。気に入ってもらえて」

「もう、大満足ですよお。本当に美味いです」

　言わずとも顔にその気持ちが表れているのをシェフも見取ったのか、にっこりと微笑んだ。

　伊勢志摩の海が見下ろせる山の中腹にあるこのレストランは、ちょっとした隠れ家のような店だ。

　シェフが大ぶりの器をサーブした。

「海の幸のポトフでございます」

　高階がスプーンで一口飲んで、目を輝かせた。

「うっまー！　こんな美味しいスープ、初めてです」

　子どものように素直な表現をする彼に、シェフも栗栖も気分を良くした。

　大いに腹を満たして外に出ると、眼下に海が広がっていた。

「神戸の夜景も綺麗やけど、ここのもちょっとしたもんやろ」

　栗栖の声に、高階はこっくりと頷いた。

　車で海辺まで下りて、リゾートマンションに着いた。一見高級ホテルだが、会員制のマンションでサービスは行き届き、プライバシーは徹底的に守られている。

「豪華ですねえ……」

　吹き抜けのエントランスで高階はため息をついた。

「気にしない気にしない」

　栗栖はさっさと彼を一階の部屋に押し込んだ。

　部屋に入ると高階はまたその豪華さに圧倒された。

「こんなとこ、誰が住むのかと思ってましたけど……」

「ふん……悪趣味やな」

　一言で切って捨て、栗栖はパウダールームに高階を引っ張って行き、手を洗い、歯を磨いてやった。

　ベランダへのウインドウを開けると、ふわっと海風が入ってきた。

「少し寒いか？」

「こうしたら大丈夫」

　高階は栗栖を抱きしめた。

「夜の海って、きれいですね」

「ちょっと散歩しよか？　ここはプライベートビーチやから浜辺も清潔やで」

　栗栖は高階の唇をついばんだ。

「誰も見てへんから安心し。もし見られててもそれはお互い様やしな。ここでは誰も何も言わへんから」

　笑ってふたりで手をつないで砂浜を歩いた。

　途中で何度も立ち止まってはキスをした。

「すごい……。なんか感動です。こんなに堂々と外、歩けるなんて」

「仕事、忘れるやろ」

「ほんまですね。忘れたらあかんのに」

　高階は少し笑った。

「たまにはええんや。息抜きせな、しんどい」

「僕は大丈夫ですよ。栗栖さんがいてはるから。栗栖さんのこと考えたら、すごい力が湧いてきます。すごく元気になれる……」

「うわあ、照れるやん。そんなええ人間違うのに」

「そんなことないですよぉ」

「ほな、俺がものごっつ極悪人の犯罪者やったら？」

「僕が捕まえて、放しません」

「どっかに逃亡してしもたら？」

「地の果てまで追っかけます。どこまででも追っかけますよぉ」

　高階は栗栖を腕の中に包んだ。栗栖はくすくす笑って言った。

「そうかぁ……ほな、俺は悪い事して逃げ続けなあかんなあ」

「ちゃんと僕が捕まえますから、どうぞ存分に逃げてください」

「高階君に捕まるんか……それ、おもろいな。面白くて、ぞくぞくするわ……」

　栗栖は満たされた表情でうっとりと呟いた。
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